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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）本体と、
　（ｂ）該本体から遠位側に延在するシャフトアセンブリと、
　（ｃ）音響アセンブリであって、該音響アセンブリは、
　　（ｉ）超音波ブレードと、
　　（ｉｉ）該超音波ブレードと音響的に連結された導波管であって、該導波管の少なく
とも一部分は、該シャフトアセンブリ内に位置付けられている、導波管と、を備え、
　該シャフトアセンブリの一部分と、該導波管及び該超音波ブレードの対応する外部表面
との間に空洞部が画定されている、音響アセンブリと、
　（ｄ）洗浄機構であって、該洗浄機構は、手術によるデブリスを、該空洞部および該導
波管の該外部表面から除去するように動作可能であり、
　該洗浄機構の少なくとも一部分は、該空洞部内に位置付けられている、洗浄機構と、を
備え、
　該シャフトアセンブリは、該シャフトアセンブリの遠位端に連結された回転可能なキャ
ップを備え、該洗浄機構は、該キャップの内部表面から該空洞部内へと内向きに延在する
複数の突出部を備え、該複数の突出部は該導波管の該外部表面に接触しており、該キャッ
プが回転することで、該デブリスを該空洞部および該導波管の該外部表面から除去する、
外科用器具。
【請求項２】
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　該本体は、トリガを備え、該トリガは、該キャップの回転を駆動するように動作可能で
ある、請求項１に記載の外科用器具。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　組織を（例えば、組織細胞内のタンパク質を変性させることにより）切断及び／又は封
着するために超音波周波で振動するブレード要素を有するエンドエフェクタは、様々な外
科用器具に含まれている。これらの器具は、電力を超音波振動に変換する１個又は２個以
上の圧電素子を含んでおり、それらの振動は、音響導波管に沿ってブレード要素に伝導さ
れる。切断及び凝固の精度は、外科医の技術、並びに電力レベル、ブレードエッジ角度、
組織引張、及びブレード圧力を調節することによって制御され得る。
【０００２】
　超音波外科用器具の例としては、ＨＡＲＭＯＮＩＣ　ＡＣＥ（登録商標）Ｕｌｔｒａｓ
ｏｎｉｃ　Ｓｈｅａｒｓ、ＨＡＲＭＯＮＩＣ　ＷＡＶＥ（登録商標）Ｕｌｔｒａｓｏｎｉ
ｃ　Ｓｈｅａｒｓ、ＨＡＲＭＯＮＩＣ　ＦＯＣＵＳ（登録商標）Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　
Ｓｈｅａｒｓ、及びＨＡＲＭＯＮＩＣ　ＳＹＮＥＲＧＹ（登録商標）Ｕｌｔｒａｓｏｎｉ
ｃ　Ｂｌａｄｅｓが挙げられ、これらはいずれもＥｔｈｉｃｏｎ　Ｅｎｄｏ－Ｓｕｒｇｅ
ｒｙ，Ｉｎｃ．（Ｃｉｎｃｉｎｎａｔｉ，Ｏｈｉｏ）製である。かかる装置及び関連する
概念の更なる例は、１９９４年６月２１日に発行され、その開示が参照により本明細書に
組み込まれている、「Ｃｌａｍｐ　Ｃｏａｇｕｌａｔｏｒ／Ｃｕｔｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅ
ｍ　ｆｏｒ　Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ」と題
する米国特許第５，３２２，０５５号、１９９９年２月２３日に発行され、その開示が参
照により本明細書に組み込まれている、「Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｃｌａｍｐ　Ｃｏａｇ
ｕｌａｔｏｒ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ　Ｈａｖｉｎｇ　Ｉｍｐｒｏｖｅｄ　Ｃｌａｍｐ　Ｍ
ｅｃｈａｎｉｓｍ」と題する米国特許第５，８７３，８７３号、１９９７年１０月１０日
に出願され、その開示が参照により本明細書に組み込まれている、「Ｕｌｔｒａｓｏｎｉ
ｃ　Ｃｌａｍｐ　Ｃｏａｇｕｌａｔｏｒ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ　Ｈａｖｉｎｇ　Ｉｍｐｒ
ｏｖｅｄ　Ｃｌａｍｐ　Ａｒｍ　Ｐｉｖｏｔ　Ｍｏｕｎｔ」と題する米国特許第５，９８
０，５１０号、２００１年１２月４日に発行され、その開示が参照により本明細書に組み
込まれている、「Ｂｌａｄｅｓ　ｗｉｔｈ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ　Ｂａｌａｎｃｅ　Ａ
ｓｙｍｍｅｔｒｉｅｓ　ｆｏｒ　ｕｓｅ　ｗｉｔｈ　Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｓｕｒｇｉ
ｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ」と題する米国特許第６，３２５，８１１号、２００４
年８月１０日に発行され、その開示が参照により本明細書に組み込まれている、「Ｂｌａ
ｄｅｓ　ｗｉｔｈ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ　Ｂａｌａｎｃｅ　Ａｓｙｍｍｅｔｒｉｅｓ　
ｆｏｒ　Ｕｓｅ　ｗｉｔｈ　Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍ
ｅｎｔｓ」と題する米国特許第６，７７３，４４４号、及び２００４年８月３１日に発行
され、その開示が参照により本明細書に組み込まれている、「Ｒｏｂｏｔｉｃ　Ｓｕｒｇ
ｉｃａｌ　Ｔｏｏｌ　ｗｉｔｈ　Ｕｌｔｒａｓｏｕｎｄ　Ｃａｕｔｅｒｉｚｉｎｇ　ａｎ
ｄ　Ｃｕｔｔｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ」と題する米国特許第６，７８３，５２４号
に記載されている。
【０００３】
　超音波外科用器具の尚更なる例は、２００６年４月１３日に公開され、その開示が参照
により本明細書に組み込まれている、「Ｔｉｓｓｕｅ　Ｐａｄ　ｆｏｒ　Ｕｓｅ　ｗｉｔ
ｈ　ａｎ　Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ」と題する
米国特許公開第２００６／００７９８７４号、２００７年８月１６日に公開され、その開
示が参照により本明細書に組み込まれている、「Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ　
ｆｏｒ　Ｃｕｔｔｉｎｇ　ａｎｄ　Ｃｏａｇｕｌａｔｉｎｇ」と題する米国特許公開第２
００７／０１９１７１３号、２００７年１２月６日に公開され、その開示が参照により本
明細書に組み込まれている、「Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｗａｖｅｇｕｉｄｅ　ａｎｄ　Ｂ
ｌａｄｅ」と題する米国特許公開第２００７／０２８２３３３号、２００８年８月２１日
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に公開され、その開示が参照により本明細書に組み込まれている、「Ｕｌｔｒａｓｏｎｉ
ｃ　Ｄｅｖｉｃｅ　ｆｏｒ　Ｃｕｔｔｉｎｇ　ａｎｄ　Ｃｏａｇｕｌａｔｉｎｇ」と題す
る米国特許公開第２００８／０２００９４０号、２００９年４月２３日に公開され、その
開示が参照により本明細書に組み込まれている、「Ｅｒｇｏｎｏｍｉｃ　Ｓｕｒｇｉｃａ
ｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ」と題する米国特許公開第２００９／０１０５７５０号、２
０１０年３月１８日に公開され、その開示が参照により本明細書に組み込まれている、「
Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅ　ｆｏｒ　Ｆｉｎｇｅｒｔｉｐ　Ｃｏｎｔｒｏｌ」
と題する米国特許公開第２０１０／００６９９４０号、及び２０１１年１月２０日に公開
され、その開示が参照により本明細書に組み込まれている、「Ｒｏｔａｔｉｎｇ　Ｔｒａ
ｎｓｄｕｃｅｒ　Ｍｏｕｎｔ　ｆｏｒ　Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｉｎ
ｓｔｒｕｍｅｎｔｓ」と題する米国特許公開第２０１１／００１５６６０号、２０１２年
２月２日に公開され、その開示が参照により本明細書に組み込まれている、「Ｕｌｔｒａ
ｓｏｎｉｃ　Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　Ｂｌａｄｅｓ」と題する米国特
許公開第２０１２／００２９５４６号、並びに２０１３年９月１９日に出願され、その開
示が参照により本明細書に組み込まれている、「Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ　Ｆｅａｔｕｒｅｓ
　ｆｏｒ　Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ」と題する
米国特許出願第１４／０３１，６６５号に記載されている。
【０００４】
　一部の超音波外科用器具は、２０１２年５月１０日に公開され、その開示が参照により
本明細書に組み込まれている、「Ｒｅｃｈａｒｇｅ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｅｄｉｃ
ａｌ　Ｄｅｖｉｃｅｓ」と題する米国特許公開第２０１２／０１１２６８７号、２０１２
年５月１０日に公開され、その開示が参照により本明細書に組み込まれている、「Ｓｕｒ
ｇｉｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　ｗｉｔｈ　Ｃｈａｒｇｉｎｇ　Ｄｅｖｉｃｅｓ」と
題する米国特許公開第２０１２／０１１６２６５号、及び／又は２０１０年１１月５日に
出願され、その開示が参照により本明細書に組み込まれている、「Ｅｎｅｒｇｙ－Ｂａｓ
ｅｄ　Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ」と題する米国特許出願第６１／４１
０，６０３号に記載されているようなコードレストランスデューサを含んでいてもよい。
【０００５】
　また、一部の超音波外科用器具は、関節接合シャフト部を含んでいてもよい。かかる超
音波外科用器具の例は、２０１２年６月２９日に出願され、その開示が参照により本明細
書に組み込まれている、「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ　ｗｉｔｈ　Ａｒ
ｔｉｃｕｌａｔｉｎｇ　Ｓｈａｆｔｓ」と題する米国特許出願第１３／５３８，５８８号
、及び２０１２年１０月２２日に出願され、その開示が参照により本明細書に組み込まれ
ている、「Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　Ｈａｒｍｏｎｉｃ　Ｗａｖｅｇｕｉｄｅｓ／Ｂｌａｄｅｓ
　ｆｏｒ　Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ」と題する米国特許出願第１３／
６５７，５５３号に記載されている。
【０００６】
　一部の超音波外科用器具は、エンドエフェクタの超音波ブレードに対して組織を押圧す
るためのクランプ機構を含んでいてもよい。（クランプ凝固剪断器（clamp coagulator s
hears）又は超音波横切器（ultrasonic transector）と呼ばれる場合もある）かかる構造
の例は、１９９４年６月２１日に発行され、その開示が参照により本明細書に組み込まれ
ている、「Ｃｌａｍｐ　Ｃｏａｇｕｌａｔｏｒ／Ｃｕｔｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ
　Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ」と題する米国特
許第５，３２２，０５５号、１９９９年２月２３日に発行され、その開示が参照により本
明細書に組み込まれている、「Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｃｌａｍｐ　Ｃｏａｇｕｌａｔｏ
ｒ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ　Ｈａｖｉｎｇ　Ｉｍｐｒｏｖｅｄ　Ｃｌａｍｐ　Ｍｅｃｈａｎ
ｉｓｍ」と題する米国特許第５，８７３，８７３号、及び２００１年１２月４日に発行さ
れ、その開示が参照により本明細書に組み込まれている、「Ｂｌａｄｅｓ　ｗｉｔｈ　Ｆ
ｕｎｃｔｉｏｎａｌ　Ｂａｌａｎｃｅ　Ａｓｙｍｍｅｔｒｉｅｓ　ｆｏｒ　ｕｓｅ　ｗｉ
ｔｈ　Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ」と題する米
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国特許第６，３２５，８１１号に記載されている。クランプ凝固剪断器のいくつかのバー
ジョンでは、ピストルグリップ又ははさみグリップの設計のいずれかであるハンドルを採
用している。はさみグリップの設計は、ハウジングに固定された非可動の１つの親指又は
指グリップと、１つの可動の親指又は指グリップと、を有していてもよい。一部の設計で
は、グリップから延在するはさみアームを有しており、そのアームの一方は、作動要素の
長手方向軸線に直交する固定枢動点又は固定回転点を中心に回転する。これにより、操作
者は、ハンドグリップ又は他の機構をきつく握って、クランプアームを駆動させることに
よって、クランプパッドをブレードに向かって押圧することができる。
【０００７】
　いくつかの外科用器具及びシステムが製作され使用されてきたが、本発明者らよりも以
前に、添付の特許請求の範囲に記載する本発明を製作又は使用したものは存在しないと考
える。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
　本明細書は、本技術を具体的に指摘しかつ明確にその権利を請求する特許請求の範囲に
よって完結するが、本技術は、以下の特定の例の説明を添付図面と併せ読むことでより良
く理解されるものと考えられ、図面では同様の参照符号は同じ要素を特定する。
【図１】例示的な外科用器具の斜視図である。
【図２】図１の器具の分解斜視図である。
【図３】図１の器具のエンドエフェクタの側面立面図である。
【図４】図１の器具のエンドエフェクタの斜視図である。
【図５】例示的な封着要素を有する、図１の器具の変形例の部分断面図である。
【図６】例示的な代替の封着要素を有する、図１の器具の変形例の部分断面図である。
【図７】別の例示的な代替の封着要素を有する、図１の器具の変形例の部分断面図である
。
【図８】更に別の例示的な代替の封着要素を有する、図１の器具の変形例の部分断面図で
ある。
【図９】更に別の例示的な代替の封着要素を有する、図１の器具の変形例の部分断面図で
ある。
【図１０】更に別の例示的な代替の封着要素を有する、図１の器具の変形例の部分断面図
である。
【図１１】例示的な代替の外科用器具の側面立面図である。
【図１２Ａ】洗浄要素が第１の長手方向位置にある、図１１の器具の断面図である。
【図１２Ｂ】図１２Ａの洗浄要素が依然として第１の長手方向位置にあり、組織が器具の
エンドエフェクタ内に配置されている、図１１の器具の断面図である。
【図１２Ｃ】図１２Ａの洗浄要素が第２の長手方向位置へと動き、組織が器具のエンドエ
フェクタから押し付けられている、図１１の器具の断面図である。
【図１２Ｄ】図１２Ａの洗浄要素が第１の長手方向位置へと戻った、図１１の器具の断面
図である。
【図１３】別の例示的な代替の外科用器具のエンドエフェクタの斜視図である。
【図１４】図１３の線１４－１４に沿って取られた、図１３のエンドエフェクタの断面図
である。
【図１５Ａ】例示的な代替の洗浄要素が第１の位置にある、図１３の器具の断面図である
。
【図１５Ｂ】図１５Ａの洗浄要素が第２の位置へと動いた、図１３の器具の断面図である
。
【図１６】更に別の例示的な代替の外科用器具のエンドエフェクタの斜視図である。
【図１７Ａ】器具のクランプアームが第１の位置にある、図１６の器具の断面図である。
【図１７Ｂ】図１７Ａのクランプアームが第２の位置へと動いた、図１６の器具の断面図
である。
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【図１７Ｃ】図１７Ａのクランプアームが第３の位置へと動いた、図１６の器具の断面図
である。
【図１８】図１の器具で使用されるように動作可能な例示的なシャフトアセンブリの斜視
図である。
【図１９】流体の入った容器内に配置された図１８のシャフトアセンブリを有する、図１
の器具の変形例の断面図である。
【図２０】別の例示的な代替の洗浄要素の断面図である。
【図２１】図２０の洗浄要素の断面図である。
【図２２】更に別の例示的な代替の洗浄要素の断面図である。
【図２３Ａ】第１の回転位置にある、図２２の洗浄要素の断面図である。
【図２３Ｂ】第２の回転位置へと動いた、図２２の洗浄要素の断面図である。
【図２４】例示的な保護要素の断面図である。
【図２５】例示的な代替の保護要素の斜視図である。
【図２６】図１の器具内に位置付けられた、図２５の保護要素の断面図である。
【図２７】別の例示的な代替の保護要素の斜視図である。
【図２８】更に別の例示的な代替の保護要素の斜視図である。
【図２９】例示的なエンドキャップの斜視図である。
【図３０Ａ】更に別の例示的な代替の器具の端部に位置付けられた、図２９のエンドキャ
ップの斜視図である。
【図３０Ｂ】図２９のエンドキャップが取り外された、図３０Ａの器具の斜視図である。
【図３１】例示的な代替のエンドキャップの斜視図である。
【図３２】更に別の例示的な代替の器具の端部に位置付けられた、図３１のエンドキャッ
プの斜視図である。
【図３３】エンドキャップの遠位端の周りに位置付けられた真空導管を備える更に別の例
示的な代替の器具の端部に位置付けられた、図３１のエンドキャップの斜視図である。
【図３４Ａ】音響アセンブリが第１の長手方向位置にある、更に別の例示的な代替の器具
の側面立面図である。
【図３４Ｂ】音響アセンブリが第２の長手方向位置へと動いた、図３４Ａの器具の側面立
面図である。
【図３５】例示的な洗浄器具の側面立面図である。
【図３６】図３５の線３６－３６に沿って取られた、図３５の洗浄器具の断面図である。
【図３７】例示的な代替の洗浄器具の側面立面図である。
【図３８】図３７の線３８－３８に沿って取られた、図３５の洗浄器具の断面図である。
【図３９】更に別の例示的な洗浄要素を有する、トルク付与装置の斜視図である。
【図４０】更に別の例示的な代替の外科用器具のエンドエフェクタ内に位置付けられた洗
浄要素を備える、図３９のトルク付与装置の斜視図である。
【０００９】
　図面は、いかなる意味においても限定することを意図するものではなく、本技術の様々
な実施形態は、必ずしも図面に示されないものも含め、様々な他の方法で実施し得ること
が想到される。本明細書に組み込まれ、本明細書の一部をなす添付の図面は、本技術のい
くつかの態様を示しており、その説明と共に本技術の原理を説明するのに役立つものであ
るが、本技術は、図示される厳密な配置に限定されないことが理解されよう。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本技術の特定の例に関する以下の説明は、本技術の範囲を限定するために使用されるべ
きではない。本技術の他の例、特徴、態様、実施形態及び利点は、例として、本技術を実
施するために想到される最良の形態の１つである以下の説明から、当業者には明らかとな
るであろう。理解されるように、本明細書で説明される本技術は、全て本技術から逸脱す
ることなく、他の種々の明白な態様が可能である。したがって、図面及び説明は、制限的
なものではなく、例示の性質のものとして見なされるべきである。
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【００１１】
　本明細書で説明される教示、表現、実施形態、例などの任意の１つ又は２つ以上のもの
を、本明細書で説明される他の教示、表現、実施形態、例などの任意の１つ又は２つ以上
のものと組み合わせることができることも更に理解されたい。したがって、以下で説明さ
れる教示、表現、実施形態、例などは、互いに対して分離して考慮されるべきではない。
本明細書の教示を組み合わせることができる様々な好適な方法は、本明細書の教示を考慮
することで当業者には容易に明らかとなるであろう。かかる改変例及び変形例は、特許請
求の範囲内に含まれるものとする。
【００１２】
　本開示の明瞭さのために、「近位」及び「遠位」という用語は、遠位外科用エンドエフ
ェクタを有する外科用器具を握持する外科医又は他の操作者に対して本明細書で定義され
る。「近位」という用語は、外科医又は他の操作者により近い要素の位置を指し、「遠位
」という用語は、外科用器具の外科用エンドエフェクタにより近く、かつ、外科医又は他
の操作者から更に離れた要素の位置を指す。
【００１３】
　Ｉ．例示的な超音波外科用器具
　図１は、例示的な超音波外科用器具（１０）を示す。器具（１０）の少なくとも一部は
、米国特許第５，３２２，０５５号、米国特許第５，８７３，８７３号、米国特許第５，
９８０，５１０号、米国特許第６，３２５，８１１号、米国特許第６，７８３，５２４号
、米国特許公開第２００６／００７９８７４号、米国特許公開第２００７／０１９１７１
３号、米国特許公開第２００７／０２８２３３３号、米国特許公開第２００８／０２００
９４０号、米国特許公開第２０１０／００６９９４０号、米国特許公開第２０１１／００
１５６６０号、米国特許公開第２０１２／０１１２６８７号、米国特許公開第２０１２／
０１１６２６５号、米国特許出願第１３／５３８，５８８号、米国特許出願第１３／６５
７，５５３号、米国特許出願第６１／４１０，６０３号、及び／又は米国特許出願第１４
／０３１，６６５号の教示の少なくとも一部に従って構築可能かつ動作可能である。前述
の特許、刊行物、及び出願のそれぞれの開示内容は、参照により本明細書に組み込まれる
。その中に記載され、以下でより詳細に記載されるように、器具（１０）は、圧縮と超音
波振動エネルギーとの組み合わせを用いて、ほぼ同時に、組織を切断し、組織（例えば、
血管など）を封着又は溶接するように動作可能である。器具（１０）は、ＨＡＲＭＯＮＩ
Ｃ　ＡＣＥ（登録商標）Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｓｈｅａｒｓ、ＨＡＲＭＯＮＩＣ　ＷＡ
ＶＥ（登録商標）Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｓｈｅａｒｓ、ＨＡＲＭＯＮＩＣ　ＦＯＣＵＳ
（登録商標）Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｓｈｅａｒｓ、及び／又はＨＡＲＭＯＮＩＣ　ＳＹ
ＮＥＲＧＹ（登録商標）Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｂｌａｄｅｓとの様々な構造的及び機能
的な類似点を有し得ることもまた理解されたい。更に、器具（１０）は、参照により本明
細書に引用され、組み込まれた他の参考文献のいずれかにおいて教示される装置と様々な
構造的及び機能的な類似点を有し得る。
【００１４】
　本明細書に引用される参照の教示、ＨＡＲＭＯＮＩＣ　ＡＣＥ（登録商標）Ｕｌｔｒａ
ｓｏｎｉｃ　Ｓｈｅａｒｓ、ＨＡＲＭＯＮＩＣ　ＷＡＶＥ（登録商標）Ｕｌｔｒａｓｏｎ
ｉｃ　Ｓｈｅａｒｓ、ＨＡＲＭＯＮＩＣ　ＦＯＣＵＳ（登録商標）Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ
　Ｓｈｅａｒｓ、及び／又はＨＡＲＭＯＮＩＣ　ＳＹＮＥＲＧＹ（登録商標）Ｕｌｔｒａ
ｓｏｎｉｃ　Ｂｌａｄｅｓの教示と、器具（１０）に関する以下の教示との間にある程度
の重複が存在する範囲で、本明細書の任意の記述を、認められた従来技術と見なす意図は
ない。本明細書のいくつかの教示は、事実、本明細書に引用した参考文献並びにＨＡＲＭ
ＯＮＩＣ　ＡＣＥ（登録商標）Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｓｈｅａｒｓ、ＨＡＲＭＯＮＩＣ
　ＷＡＶＥ（登録商標）Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｓｈｅａｒｓ、ＨＡＲＭＯＮＩＣ　ＦＯ
ＣＵＳ（登録商標）Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｓｈｅａｒｓ、及びＨＡＲＭＯＮＩＣ　ＳＹ
ＮＥＲＧＹ（登録商標）Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｂｌａｄｅｓの教示の範囲を超えるであ
ろう。
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【００１５】
　本例の器具（１０）は、ハンドピース（２０）、シャフトアセンブリ（３０）、及びエ
ンドエフェクタ（４０）を備える。ハンドピース（２０）は、指グリップ（２４）及び一
対のボタン（２６）を含む本体（２２）を備える。器具（１０）はまた、本体（２２）に
向かって、かつ本体（２２）から離れるように枢動可能なクランプアームアセンブリ（５
０）を含む。クランプアームアセンブリ（５０）の近位部分は、親指グリップ（５２）を
備える。親指グリップ（５２）及び指グリップ（２４）は共に、はさみグリップ型の構成
を提供する。しかしながら、ピストルグリップ構成を含むがこれに限定されない様々な他
の好適な構成を使用できることを理解されたい。キャップ（３３）は、シャフトアセンブ
リ（３０）の遠位端に固定されている。エンドエフェクタ（４０）は、シャフトアセンブ
リ（３０）のキャップ（３３）から遠位側に延在する超音波ブレード（４２）と、クラン
プアームアセンブリ（５０）の一体型機構である枢動クランプアーム（５４）と、を含む
。クランプアームアセンブリ（５０）は、枢動部材（３６）（例えば、ピン、軸受、シャ
フトなど）を介してシャフトアセンブリ（３０）から短手方向に延在する突出部（３４）
に枢動可能に連結され、クランプアーム（５４）は、超音波ブレード（４２）に向かって
、かつ超音波ブレード（４２）から離れるように枢動可能であり、それによって、クラン
プアーム（５４）のクランプパッド（５５）と超音波ブレード（４２）との間にある組織
をクランプする。図３に最もよく見られるように、クランプアームアセンブリ（５０）は
、突出部（３４）に枢動可能に連結され、クランプアームアセンブリ（５０）は、長手方
向軸線（ＬＡ１）からオフセットされた軸線を中心に枢動する。オフセットされた軸線を
中心としたかかる回転は、より狭いシャフトアセンブリ（３０）のプロファイルを可能に
することを理解されたい。シャフトアセンブリ（３０）は、クランプアームアセンブリ（
５０）の一部分を通過しており、クランプアームアセンブリ（５０）が回転すると、クラ
ンプアーム（５４）は、シャフトアセンブリ（３０）の一部分を中心に回転することを理
解されたい。具体的には、クランプアームアセンブリ（５０）の第１の部材（５３Ａ）及
び第２の部材（５３Ｂ）は、シャフトアセンブリ（３０）の遠位部分の周りに配置されて
いる。
【００１６】
　クランプアームアセンブリ（５０）は、本体（２２）へと向かうクランプアームアセン
ブリ（５０）の親指グリップ（５２）の枢動に応じて、クランプアーム（５４）が超音波
ブレード（４２）に向かって枢動可能であるように、かつ本体（２２）から離れるクラン
プアームアセンブリ（５０）の親指グリップ（５２）の枢動に応じて、クランプアーム（
５４）が超音波ブレード（４２）から離れるように枢動可能であるように、構成されてい
る。図２に最もよく見られるように、クランプアーム（５４）の近位端は、クランプアー
ムアセンブリ（５０）のシャンク部分（５１）の遠位凹部（５６）内に配置され、遠位凹
部（５６）の中にピン（５８）で固定されている。クランプアーム（５４）をクランプア
ームアセンブリ（５０）と一体化することができる様々な他の好適な方法は、本明細書の
教示を考慮することで当業者には明らかとなるであろう。いくつかのバージョンでは、１
つ又は２つ以上の弾性部材を使用して、クランプアーム（５４）及び／又はトリガ（２８
）を図１に示す開位置へと付勢する。例示的なものにすぎないが、かかる弾性部材は、板
ばね、トーションばね、及び／又は任意の他の好適な種類の弾性部材を備えていてもよい
。
【００１７】
　図１に示すように、超音波トランスデューサアセンブリ（１２）は、ハンドピース（２
０）の本体（２２）から近位側に延在する。トランスデューサアセンブリ（１２）は、ケ
ーブル（１４）を介して発電機（１６）と連結される。トランスデューサアセンブリ（１
２）は、発電機（１６）から電力を受電し、圧電原理によってその電力を超音波振動に変
換する。発電機（１６）は、電源と、トランスデューサアセンブリ（１２）による超音波
振動の生成に特に適したトランスデューサアセンブリ（１２）に電力プロファイルを提供
するように構成されている制御モジュールと、を含んでいてもよい。例示的なものにすぎ
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ないが、発電機（１６）は、Ｅｔｈｉｃｏｎ　Ｅｎｄｏ－Ｓｕｒｇｅｒｙ，Ｉｎｃ．（Ｃ
ｉｎｃｉｎｎａｔｉ，Ｏｈｉｏ）により販売されているＧＥＮ　３００を備えていてもよ
い。追加的に又は代替的に、発電機（１６）は、２０１１年４月１４日に公開され、その
開示が参照により本明細書に組み込まれている、「Ｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｇｅｎｅｒａｔｏ
ｒ　ｆｏｒ　Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｓｕｒｇｉｃａｌ　Ｄｅｖ
ｉｃｅｓ」と題する米国特許公開第２０１１／００８７２１２号の教示の少なくとも一部
に従って構築することができる。発電機（１６）の機能の少なくとも一部は、ハンドピー
ス（２０）に一体化され得ること、かつハンドピース（２０）は、ケーブル（１４）を省
略するように、バッテリ又は他の内蔵式電源を含んでさえいてもよいこともまた理解され
たい。発電機（１６）が取り得る更に他の好適な形体、並びに発電機（１６）が提供し得
る様々な機構及び動作性は、本明細書の教示を考慮することで当業者には明らかとなるで
あろう。
【００１８】
　トランスデューサアセンブリ（１２）によって生成される超音波振動は、音響導波管（
８０）に沿って伝導され、音響導波管（８０）は、図２に示すように、シャフトアセンブ
リ（３０）を通って延在し、超音波ブレード（４２）に到達する。導波管（８０）は、ピ
ン（３２）を介してシャフトアセンブリ（３０）内に固定され、ピン（３２）は、導波管
（８０）とシャフトアセンブリ（３０）とを通過する。ピン（３２）は、導波管（８０）
を通って伝導される共鳴超音波振動に関連するノードに対応する、導波管（８０）の長さ
に沿った位置に位置する。上記の通り、超音波ブレード（４２）が起動状態にある（すな
わち、超音波によって振動している）と、超音波ブレード（４２）は、特に組織がクラン
プアーム（５４）と超音波ブレード（４２）との間にクランプされている場合、組織を効
果的に切断し、封着するように動作可能である。導波管（８０）は、導波管（８０）を通
って伝達される機械的振動を増幅するように構成できることを理解されたい。更に、導波
管（８０）は、導波管（８０）に沿った長手方向の振動の利得を制御するように動作可能
な機構、及び／又は導波管（８０）をシステムの共鳴周波数に合わせて調整する機構を含
んでいてもよい。
【００１９】
　本例では、組織による負担が音響アセンブリに加えられていない場合、好ましい共鳴周
波数ｆｏに合わせて音響アセンブリを調整するために、超音波ブレード（４２）の遠位端
は、導波管（８０）を通って伝導される共鳴超音波振動に関連するアンチノードに対応す
る位置に位置する。トランスデューサアセンブリ（１２）が通電されると、超音波ブレー
ド（４２）の遠位端は、例えば、５５．５ｋＨｚの規定振動周波数ｆｏにおいて、およそ
１０～５００マイクロメートルの範囲の最大振幅で、場合によっては、約２０～約２００
マイクロメートルの範囲で、長手方向に動くように構成されている。本例のトランスデュ
ーサアセンブリ（１２）を起動させると、これらの機械的振動が導波管を通って伝達され
て、超音波ブレード（４２）に到達することによって、共振超音波周波数の超音波ブレー
ド（４２）の振動を提供する。そのため、組織が超音波ブレード（４２）とクランプアー
ム（５４）との間に固定された場合、超音波ブレード（４２）の超音波振動は、組織を切
断すると同時に隣接する組織細胞内のタンパク質を変性させることによって、比較的少量
の熱分散による凝固効果を提供する。いくつかのバージョンでは、組織の焼灼も行うため
に、電流が超音波ブレード（４２）及びクランプアーム（５４）を通って提供されていて
もよい。音響伝達アセンブリ及びトランスデューサアセンブリ（１２）のいくつかの構成
を説明してきたが、音響伝達アセンブリ及びトランスデューサアセンブリ（１２）の更に
他の適切な構成は、本明細書の教示を考慮することで当業者には明らかとなるであろう。
同様に、エンドエフェクタ（４０）の他の好適な構成も、本明細書の教示を考慮すること
で当業者には明らかとなるであろう。
【００２０】
　操作者は、ボタン（２６）を起動して、スイッチ（２７）（図２参照）を選択的に閉じ
ることによって、トランスデューサアセンブリ（１２）を選択的に起動させて、超音波ブ
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レード（４２）を起動させることができる。本例では、低電力で超音波ブレード（４２）
を起動させるボタンと、高電力で超音波ブレード（４２）を起動させるボタンとの、２つ
のボタン（２６）が提供されている。しかしながら、任意の他の好適な数のボタン及び／
又は別の方法で選択可能な電力レベルが提供されてもよいことを理解されたい。例えば、
トランスデューサアセンブリ（１２）を選択的に起動させるために、フットペダルが提供
されてもよい。本例のボタン（２６）は、操作者が片手で容易に、器具（１０）を十分に
動作させられるように、位置付けられている。例えば、操作者は、親指グリップ（５２）
によって形成された輪の中に親指を位置付け、指グリップ（２４）によって形成された輪
の中に中指又は薬指を位置付けて、人差し指を使ってボタン（２６）を操作することがで
きる。もちろん、器具（１０）を握り、動作させるための任意の他の好適な技術が使用さ
れてもよく、ボタン（２６）は、任意の他の好適な位置に位置していてもよい。
【００２１】
　器具（１０）の前述の構成要素及び動作性は、単なる例示である。器具（１０）は、本
明細書の教示を考慮することで当業者には明らかとなるであろう多数の他の方法で構成す
ることができる。例示的なものにすぎないが、器具（１０）の少なくとも一部は、その開
示内容が全て参照により本明細書に組み込まれている、米国特許第５，３２２，０５５号
、米国特許第５，８７３，８７３号、米国特許第５，９８０，５１０号、米国特許第６，
３２５，８１１号、米国特許第６，７８３，５２４号、米国特許公開第２００６／００７
９８７４号、米国特許公開第２００７／０１９１７１３号、米国特許公開第２００７／０
２８２３３３号、米国特許公開第２００８／０２００９４０号、米国特許公開第２０１０
／００６９９４０号、米国特許公開第２０１１／００１５６６０号、米国特許公開第２０
１２／０１１２６８７号、米国特許公開第２０１２／０１１６２６５号、米国特許出願第
１３／５３８，５８８号、米国特許出願第１３／６５７，５５３号、及び／又は米国特許
出願第１４／０３１，６６５号のいずれかの教示の少なくとも一部に従って構築可能かつ
／又は動作可能である。器具（１０）のための追加の単なる例示の変形例は、以下でより
詳細に説明する。以下で説明する変形例は、とりわけ、上述の器具（１０）及び本明細書
に引用される参考文献のいずれかにおいて言及される任意の器具に容易に適用できること
を理解されたい。
【００２２】
　ＩＩ．例示的な封着要素
　図４に示すように、開口部（３３Ａ）は、シャフトアセンブリ（３０）の遠位端におい
て、超音波ブレード（４２）の外部表面とキャップ（３３）の内部表面との間に存在する
。開口部（３３Ａ）は、シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞へのアクセスを提供する
。内部空洞は、（キャップ（３３）を含む）シャフトアセンブリ（３０）の内部表面と、
導波管（８０）及び超音波ブレード（４２）の外部表面との間に画定される。手術による
デブリス（例えば、組織、凝固血液など）、体液などが進入するのを防止するように、内
部空洞を封着する機構を提供することが望ましい。具体的には、導波管（８０）及び／又
は超音波ブレード（４２）の外部表面とキャップ（３３）の内部表面との間に延在するシ
ールを提供することが望ましい。以下で考察されるラジアルシールの例は、導波管（８０
）及び／又は超音波ブレード（４２）の外部表面の一方又は両方に接触するものとして考
察されているが、以下で考察されるラジアルシールはいずれも、導波管（８０）及び／又
は超音波ブレード（４２）の外部表面のうちいずれか一方又は両方に接触してもよいこと
を理解されたい。
【００２３】
　Ａ．第１の例示的な封着機構
　ラジアルシール（１００）の例を、図５に示す。ラジアルシール（１００）は、半円形
の断面プロファイルを有する円形の弾性部材を備える。ラジアルシール（１００）の半円
形の断面プロファイルは、凹状の内部表面と凸状の外部表面とを提示する。ラジアルシー
ル（１００）は、ラジアルシール（１００）の一対の縁部（１００Ａ、１００Ｂ）に沿っ
て、導波管（８０）の外部表面に接触する。ラジアルシール（１００）は、ラジアルシー
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ル（１００）の外部凸状表面の頂点（１００Ｃ）において、キャップ（３３）の内部表面
に接触する。これらの接点は、導波管（８０）の外部表面及びキャップ（３３）の内部表
面の周りで、完全に円周方向に延在することを理解されたい。
【００２４】
　ラジアルシール（１００）は、一対の縁部（１００Ａ、１００Ｂ）と頂点（１００Ｃ）
との間の高さ（Ｈ１）を画定する。シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞は、導波管（
８０）の外部表面とキャップ（３３）の内部表面との間の距離によって表される高さ（Ｈ
２）を有する。開口部（３３Ａ）内に定置されると、ラジアルシール（１００）は、屈曲
して、シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞の高さ（Ｈ２）を呈する。ラジアルシール
（１００）は、ラジアルシール（１００）の高さ（Ｈ１）が、シャフトアセンブリ（３０
）の内部空洞の高さ（Ｈ２）よりも高くなるように構成されていてもよい。更に、ラジア
ルシール（１００）は、高さ（Ｈ１）に戻るように、弾性的に付勢されてもよい。この付
勢により、ラジアルシール（１００）は、一対の縁部（１００Ａ、１００Ｂ）を介して導
波管（８０）の外部表面に、かつ頂点（１００Ｃ）を介してキャップ（３３）の内部表面
に、力を加えることを理解されたい。更に、導波管（８０）の外部表面及び／又はキャッ
プ（３３）の内部表面に多少の力を加えるように、ラジアルシール（１００）の弾性的付
勢が変更されてもよいことを理解されたい。ラジアルシール（１００）は、一対の縁部（
１００Ａ、１００Ｂ）が、導波管（８０）及び超音波ブレード（４２）を通って伝導され
る共鳴超音波振動に関連するノードにおいて導波管（８０）に接触するように構成され、
かつ位置付けられてもよい。あるいは、ラジアルシール（１００）は、一対の縁部（１０
０Ａ、１００Ｂ）が、導波管（８０）及び超音波ブレード（４２）を通って伝導される共
鳴超音波振動に関連するノードから離れて導波管（８０）に接触するように構成され、か
つ位置付けられてもよい。
【００２５】
　以下の考察から理解されるように、器具（１０）のいくつかのバージョンでは、ラジア
ルシール（１００）は、ラジアルシール（１００）の一対の縁部（１００Ａ、１００Ｂ）
及び／又は頂点（１００Ｃ）が、手術によるデブリス、体液などを、（キャップ（３３）
を含む）シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞から追い払い、かつ／又は導波管（８０
）の外部表面、超音波ブレード（４２）、及び／又は（キャップ（３３）を含む）シャフ
トアセンブリ（３０）の内部表面を洗浄するための洗浄要素として使用できるように、長
手方向に移動可能なように構成されていてもよい。
【００２６】
　本例のラジアルシール（１００）は、導波管（８０）の外部表面に接触するが、ラジア
ルシール（１００）は、代替的に、超音波ブレード（４２）の外部表面に接触してもよい
ことを理解されたい。
【００２７】
　Ｂ．第２の例示的な封着機構
　図６は、導波管（８０）の外部表面とキャップ（３３）の内部表面との間に延在するこ
とによって、シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞を封着するように構成されている、
例示的な代替のラジアルシール（１１０）を示す。ラジアルシール（１１０）は、円形ベ
ース部（１１２）と、複数の剛毛（１１４）とを備える。円形ベース部（１１２）の外部
表面は、キャップ（３３）の内部表面に固定されている。剛毛（１１４）は、ベース部（
１１２）の内部表面に固定され、導波管（８０）の外部表面へと内側に延在する。しかし
ながら、ラジアルシール（１１０）は、円形ベース部（１１２）の外部表面が導波管（８
０）の外部表面に固定され、剛毛（１１４）がキャップ（３３）の内部表面へと外側に延
在し得るように、再構成されていてもよいことを理解されたい。固体及び／又は半固体の
手術によるデブリス（例えば、組織、凝固血液など）は、剛毛（１１４）を通過すること
ができないが、流体は、依然として剛毛（１１４）を通過することができることを理解さ
れたい。剛毛（１１４）は、ナイロン及び／又は別の他の適切な材料を含んでいてもよい
。それぞれの剛毛（１１４）の剛性は、多少の材料が通過することを防止するように変更
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されてもよい。また、剛毛（１１４）は、多少の材料が通過することを防止するように、
多少密集した構成で配列されてもよい。ラジアルシール（１１０）は、剛毛（１１４）が
、導波管（８０）及び超音波ブレード（４２）を通って伝導される共鳴超音波振動に関連
するノードにおいて導波管（８０）に接触するように、位置付けられてもよい。あるいは
、ラジアルシール（１１０）は、剛毛（１１４）が、導波管（８０）及び超音波ブレード
（４２）を通って伝導される共鳴超音波振動に関連するノードから離れて導波管（８０）
に接触するように、位置付けられてもよい。
【００２８】
　以下の考察から理解されるように、器具（１０）のいくつかのバージョンでは、ラジア
ルシール（１１０）は、ラジアルシール（１１０）の剛毛（１１４）が、手術によるデブ
リス、体液などを、（キャップ（３３）を含む）シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞
から追い払い、かつ／又は導波管（８０）の外部表面、超音波ブレード（４２）、及び／
又は（キャップ（３３）を含む）シャフトアセンブリ（３０）の内部表面を洗浄するため
の洗浄要素として使用できるように、長手方向に移動可能なように構成されていてもよい
。
【００２９】
　本例のラジアルシール（１１０）は、導波管（８０）の外部表面に接触するが、ラジア
ルシール（１１０）は、代替的に、超音波ブレード（４２）の外部表面に接触してもよい
ことを理解されたい。
【００３０】
　Ｃ．第３の例示的な代替の封着機構
　図７は、超音波ブレード（４２）の外部表面とキャップ（３３）の内部表面との間に延
在することによって、シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞を封着するように構成され
ている、別の例示的な代替のラジアルシール（１２０）を示す。ラジアルシール（１２０
）は、長方形の断面プロファイルを有する吸収性材料からなる円形部材を備える。ラジア
ルシール（１２０）は、ラジアルシール（１２０）の外部表面（１２２）がキャップ（３
３）の内部表面に接触するように、かつラジアルシール（１２０）の内部表面（１２４）
が超音波ブレード（４２）の外部表面に接触するように、寸法決めされている。ラジアル
シール（１２０）の吸収性材料は、フェルト及び／又は任意の他の適切な材料を含んでい
てもよい。固体及び／又は半固体の手術によるデブリスは、ラジアルシール（１２０）を
通過することができないが、流体は、依然としてラジアルシール（１２０）を通過するこ
とができるように、ラジアルシール（１２０）の吸収性材料は、多孔であってもよい。ラ
ジアルシール（１２０）の吸収性材料の密度は、多少の材料が通過することを防止するよ
うに変更されてもよい。ラジアルシール（１２０）は、非吸収性／無孔の材料を含むこと
によって、全ての手術によるデブリス、体液などがシャフトアセンブリ（３０）の内部空
洞に進入するのを防止してもよいことを理解されたい。
【００３１】
　ラジアルシール（１２０）は、内部表面（１２４）と外部表面（１２２）との間の高さ
（Ｈ３）を画定する。前述の通り、シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞は、超音波ブ
レード（４２）の外部表面とキャップ（３３）の内部表面との間の距離によって表される
高さ（Ｈ２）を有する。本例のラジアルシール（１２０）は、可撓性材料を含む。開口部
（３３Ａ）内に定置されると、ラジアルシール（１２０）は、屈曲して、シャフトアセン
ブリ（３０）の内部空洞の高さ（Ｈ２）を呈する。ラジアルシール（１２０）は、ラジア
ルシール（１２０）の高さ（Ｈ３）が、シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞の高さ（
Ｈ２）よりも高くなるように構成されていてもよい。更に、ラジアルシール（１２０）の
可撓性材料により、ラジアルシール（１２０）を弾性的に付勢させて、高さ（Ｈ３）に戻
すことができる。この付勢により、ラジアルシール（１２０）は、内部表面（１２４）を
介して超音波ブレード（４２）の外部表面に、かつ外部表面（１２２）を介してキャップ
（３３）の内部表面に、力を加えることを理解されたい。更に、可撓性材料を変形させて
、超音波ブレード（４２）の外部表面及び／又はキャップ（３３）の内部表面に多少の力
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を加えることによって、ラジアルシール（１２０）の弾性的付勢が変更されてもよいこと
を理解されたい。ラジアルシール（１２０）は、内部表面（１２４）が、導波管（８０）
及び超音波ブレード（４２）を通って伝導される共鳴超音波振動に関連するノードにおい
て超音波ブレード（４２）に接触するように、位置付けられてもよい。あるいは、ラジア
ルシール（１２０）は、内部表面（１２４）が、導波管（８０）及び超音波ブレード（４
２）を通って伝導される共鳴超音波振動に関連するノードから離れて超音波ブレード（４
２）に接触するように、位置付けられてもよい。
【００３２】
　以下の考察から理解されるように、器具（１０）のいくつかのバージョンでは、ラジア
ルシール（１２０）は、ラジアルシール（１２０）の外部表面（１２２）及び／又は内部
表面（１２４）が、手術によるデブリス、体液などを、（キャップ（３３）を含む）シャ
フトアセンブリ（３０）の内部空洞から追い払い、かつ／又は導波管（８０）の外部表面
、超音波ブレード（４２）、及び／又は（キャップ（３３）を含む）シャフトアセンブリ
（３０）の内部表面を洗浄するための洗浄要素として使用できるように、長手方向に移動
可能なように構成されていてもよい。
【００３３】
　本例のラジアルシール（１２０）は、超音波ブレード（４２）の外部表面に接触するが
、ラジアルシール（１２０）は、代替的に、導波管（８０）の外部表面に接触してもよい
ことを理解されたい。
【００３４】
　Ｄ．第４の例示的な封着機構
　図８は、超音波ブレード（４２）の外部表面とキャップ（３３）の内部表面との間に延
在することによって、シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞を封着するように構成され
ている、別の例示的な代替のラジアルシール（１３０）を示す。ラジアルシール（１３０
）は、（例えば、Ｏリングに類似の）円形の断面プロファイルを有する可撓性材料からな
る円形部材を備える。ラジアルシール（１３０）は、ラジアルシール（１３０）の外部表
面（１３２）がキャップ（３３）の内部表面に接触するように、かつラジアルシール（１
３０）の内部表面（１３４）が超音波ブレード（４２）の外部表面に接触するように、寸
法決めされている。ラジアルシール（１３０）は、内部表面（１３０）の最も内側の箇所
と外部表面（１３２）の最も外側の箇所との間の高さ（Ｈ４）を画定する。前述の通り、
シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞は、超音波ブレード（４２）の外部表面とキャッ
プ（３３）の内部表面との間の距離によって表される高さ（Ｈ２）を有する。開口部（３
３Ａ）内に定置されると、ラジアルシール（１３０）は、屈曲して、シャフトアセンブリ
（３０）の内部空洞の高さ（Ｈ２）を呈する。ラジアルシール（１３０）は、ラジアルシ
ール（１３０）の高さ（Ｈ４）が、シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞の高さ（Ｈ２
）よりも高くなるように構成されていてもよい。更に、ラジアルシール（１３０）の可撓
性材料により、ラジアルシール（１３０）を弾性的に付勢させて、高さ（Ｈ４）に戻すこ
とができる。この付勢により、ラジアルシール（１３０）は、内部表面（１３４）を介し
て超音波ブレード（４２）の外部表面に、かつ外部表面（１３２）を介してキャップ（３
３）の内部表面に、力を加えることを理解されたい。更に、可撓性材料を変形させて、超
音波ブレード（４２）の外部表面及び／又はキャップ（３３）の内部表面に多少の力を加
えることによって、ラジアルシール（１３０）の弾性的付勢が変更されてもよいことを理
解されたい。ラジアルシール（１３０）は、内部表面（１３４）が、導波管（８０）及び
超音波ブレード（４２）を通って伝導される共鳴超音波振動に関連するノードにおいて超
音波ブレード（４２）に接触するように、位置付けられてもよい。あるいは、ラジアルシ
ール（１３０）は、内部表面（１３４）が、導波管（８０）及び超音波ブレード（４２）
を通って伝導される共鳴超音波振動に関連するノードから離れて超音波ブレード（４２）
に接触するように、位置付けられてもよい。
【００３５】
　以下の考察から理解されるように、器具（１０）のいくつかのバージョンでは、ラジア



(13) JP 6509849 B2 2019.5.8

10

20

30

40

50

ルシール（１３０）は、ラジアルシール（１３０）の外部表面（１３２）及び／又は内部
表面（１３４）が、手術によるデブリス、体液などを、（キャップ（３３）を含む）シャ
フトアセンブリ（３０）の内部空洞から追い払い、かつ／又は導波管（８０）の外部表面
、超音波ブレード（４２）、及び／又は（キャップ（３３）を含むシャフトアセンブリ（
３０）の内部表面）を洗浄するための洗浄要素として使用できるように、長手方向に移動
可能なように構成されていてもよい。
【００３６】
　本例のラジアルシール（１３０）は、超音波ブレード（４２）の外部表面に接触するが
、ラジアルシール（１３０）は、代替的に、導波管（８０）の外部表面に接触してもよい
ことを理解されたい。
【００３７】
　Ｅ．第５の例示的な封着機構
　図９は、超音波ブレード（４２）の外部表面とキャップ（３３）の内部表面との間に延
在することによって、シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞を封着するように構成され
ている、別の例示的な代替のラジアルシール（１４０）を示す。ラジアルシール（１４０
）は、円錐形部材（１４２）を備える。円錐形部材（１４２）の第１の端部（１４２Ａ）
は、第１の径方向の周辺部を備える。円錐形部材（１４２）の第２の端部（１４２Ｂ）は
、第２の径方向の周辺部を備える。第１の端部（１４２Ａ）の第１の径方向の周辺部は、
第２の端部（１４２Ｂ）の第２の径方向の周辺部よりも大きい。円錐形部材（１４２）は
、円錐形部材（１４２）の第１の端部（１４２Ａ）が円錐形部材（１４２）の第２の端部
（１４２Ｂ）の近位になるように、シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞内に配向され
ている。リップ（１４４）は、円錐形部材（１４２）の第１の端部（１４２Ａ）の外部表
面から突出する。円錐形部材（１４２）は、円錐形部材（１４２）のリップ（１４４）が
キャップ（３３）の内部表面に接触するように、かつ円錐形部材（１４２）の第２の端部
（１４２Ｂ）の縁部（１４６）が超音波ブレード（４２）の外部表面に接触するように、
寸法決めされている。円錐形部材（１４２）は、縁部（１４６）を介して超音波ブレード
（４２）の外部表面上に、かつリップ（１４４）を介してキャップ（３３）の内部表面上
に、力を加えるように付勢されてもよく、円錐形部材（１４２）は、円錐形部材（１４２
）の近位にあるシャフトアセンブリ（３０）の内部空洞の領域をほぼ封着する。
【００３８】
　本例のキャップ（３３）は、複数の開口部（１４８）を備える。開口部（１４８）は、
キャップ（３３）を完全に通過する。開口部（１４８）は、別個の円形の開口部及び／又
はキャップ（３３）の周辺部に沿って任意の好適な程度だけ延在するスロットを備えてい
てもよい。開口部（１４８）は、シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞が封着されたま
まとなるように、リップ（１４４）の遠位にあるキャップ（３３）に形成される。手術に
よるデブリス、体液などが、開口部（３３Ａ）を介してシャフトアセンブリ（３０）の内
部空洞に進入すると、円錐形部材（１４２）の外部表面は、手術によるデブリス、体液な
どを開口部（１４８）に向かって誘導する。開口部（１４８）により、流体がキャップ（
３３）の内部空洞の遠位部分の中へと通過できることによって、手術によるデブリス、体
液などをキャップ（３３）の内部空洞から追い払う。
【００３９】
　円錐形部材（１４２）は、縁部（１４６）が、導波管（８０）及び超音波ブレード（４
２）を通って伝導される共鳴超音波振動に関連するノードにおいて超音波ブレード（４２
）に接触するように、位置付けられてもよい。あるいは、円錐形部材（１４２）は、縁部
（１４６）が、導波管（８０）及び超音波ブレード（４２）を通って伝導される共鳴超音
波振動に関連するノードから離れて超音波ブレード（４２）に接触するように、位置付け
られてもよい。
【００４０】
　以下の考察から理解されるように、器具（１０）のいくつかのバージョンでは、ラジア
ルシール（１４０）は、円錐形部材（１４２）のリップ（１４４）及び／又は縁部（１４
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６）が、手術によるデブリス、体液などを、（キャップ（３３）を含む）シャフトアセン
ブリ（３０）の内部空洞から追い払い、かつ／又は導波管（８０）の外部表面、超音波ブ
レード（４２）、及び／又は（キャップ（３３）を含む）シャフトアセンブリ（３０）の
内部表面を洗浄するための洗浄要素として使用できるように、長手方向に移動可能なよう
に構成されていてもよい。
【００４１】
　本例の円錐形部材（１４２）は、超音波ブレード（４２）の外部表面に接触するが、円
錐形部材（１４２）は、代替的に、導波管（８０）の外部表面に接触してもよいことを理
解されたい。
【００４２】
　Ｆ．第６の例示的な封着機構
　図１０は、導波管（８０）及び超音波ブレード（４２）の外部表面とキャップ（３３）
の内部表面との間に延在することによって、シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞を封
着するように構成されている、別の例示的な代替のラジアルシール（１５０）を示す。ラ
ジアルシール（１５０）は、シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞内に配置された軟質
材料を含む。ラジアルシール（１４０）の軟質材料は、導波管（８０）を通って伝導され
る超音波振動を遮断又は著しく減衰しないように構成されていてもよい。ラジアルシール
（１５０）の軟質材料は、手術によるデブリス、体液などがシャフトアセンブリ（３０）
の内部空洞を通ることと、手術によるデブリス、体液などがラジアルシール（１５０）の
軟質材料によって被覆された導波管（８０）及び超音波ブレード（４２）の部分に沿って
導波管（８０）及び超音波ブレード（４２）に接触することと、を防止する。ラジアルシ
ール（１５０）の軟質材料は、シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞内に液体が蓄積し
ないように、撥液性材料を含んでいてもよい。固体及び／又は半固体の手術によるデブリ
スは、ラジアルシール（１５０）を通過することができないが、流体は、依然としてラジ
アルシール（１５０）を通過することができるように、ラジアルシール（１５０）の軟質
材料は、多孔であってもよい。ラジアルシール（１５０）の軟質材料の密度は、多少の材
料が通過することを防止できるように変更されてもよい。
【００４３】
　ラジアルシール（１５０）は、ラジアルシール（１５０）の軟質材料内に捕捉された手
術によるデブリス、体液などをシャフトアセンブリ（３０）の内部空洞から除去できるよ
うに、使用後にシャフトアセンブリ（３０）の内部空洞から取り外されてもよい。そのた
め、ラジアルシール（１５０）は、手術によるデブリス、体液などを、（キャップ（３３
）を含む）シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞から除去し、かつ／又は導波管（８０
）の外部表面、超音波ブレード（４２）、及び／又は（キャップ（３３）を含む）シャフ
トアセンブリ（３０）の内部表面を洗浄するための洗浄要素として使用できることを理解
されたい。
【００４４】
　ＩＩＩ．例示的な洗浄要素
　前述の通り、開口部（３３Ａ）は、シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞へのアクセ
スを提供する。かかる空洞を封着することに加えて、又はそれの代わりに、ユーザが、手
術によるデブリス、体液などを、（キャップ（３３）を含む）シャフトアセンブリ（３０
）の内部空洞から追い払い、かつ／又は導波管（８０）の外部表面、超音波ブレード（４
２）、及び／又は（キャップ（３３）を含む）シャフトアセンブリ（３０）の内部表面を
洗浄できるような洗浄要素を提供することが望ましい。手術によるデブリス、体液などを
シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞から洗浄するために使用できる機構の様々な例を
、以下でより詳細に説明するが、他の例についても、本明細書の教示を考慮することで当
業者には明らかとなるであろう。
【００４５】
　Ａ．第１の例示的な洗浄要素
　図１１～図１２Ｄは、空洞部洗浄要素（２００）を備えた器具（２１０）の１つの単な



(15) JP 6509849 B2 2019.5.8

10

20

30

40

50

る例示の例を示す。本例の器具（２１０）は、以下で考察する相違点を除き、上で考察し
た器具（１０）とほぼ同様に動作するように構成されている。
【００４６】
　図１１に示すように、本例の器具（２１０）は、ハンドピース（２２０）、シャフトア
センブリ（２３０）、及びエンドエフェクタ（２４０）を備える。ハンドピース（２２０
）は、本体（２２２）を備える。器具（２１０）はまた、本体（２２２）に向かって、か
つ本体（２２２）から離れるように枢動可能なクランプアームアセンブリ（２５０）を含
む。キャップ（２３３）は、シャフトアセンブリ（２３０）の遠位端に固定されている。
エンドエフェクタ（２４０）は、シャフトアセンブリ（２３０）のキャップ（２３３）か
ら遠位側に延在する超音波ブレード（２４２）と、クランプアームアセンブリ（２５０）
の一体型機構である枢動クランプアーム（２５４）と、を含む。クランプアームアセンブ
リ（２５０）は、シャフトアセンブリ（２３０）から短手方向に延在する突出部（２３４
）に枢動可能に連結され、クランプアーム（２５４）は、超音波ブレード（２４２）に向
かって、かつ超音波ブレード（２４２）から離れるように枢動可能であり、それによって
、クランプアーム（２５４）のクランプパッド（２５５）と超音波ブレード（２４２）と
の間の組織をクランプする。トランスデューサアセンブリ（図示せず）によって生成され
る超音波振動は、音響導波管（２８０）に沿って伝導され、音響導波管（２８０）は、シ
ャフトアセンブリ（２３０）を通って延在し、超音波ブレード（２４２）に到達する。超
音波ブレード（２４２）は、超音波周波で振動して、組織を切断及び／又は封着する。
【００４７】
　図１２Ａ～図１２Ｄに示すように、洗浄要素（２００）は、三角形の断面プロファイル
を有する円形部材を備える。洗浄要素（２００）の内部表面（２０２）は、導波管（２８
０）の外部表面に接触する。洗浄要素（２００）の近位表面（２０４）は、内部表面（２
０２）の近位端からキャップ（２３３）の内部表面まで、直交方向に延在する。洗浄要素
（２００）の遠位表面（２０６）は、内部表面（２０２）の近位端からキャップ（２３３
）の内部表面まで、角度を付けて延在する。近位表面（２０４）及び遠位表面（２０６）
は、一体となり、キャップ（２３３）の内部表面に接触する縁部（２０８）を形成する。
洗浄要素（２００）の内部表面（２０２）との接触と、洗浄要素（２００）の縁部（２０
８）との接触とは、導波管（２８０）の外部表面及びキャップ（２３３）の内部表面の周
りで、完全に円周方向に延在することを理解されたい。更に、縁部（２０８）は、キャッ
プ（２３３）の内部表面に対して弾性的に当接してもよいこと、及び／又は内部表面（２
０２）は、導波管（２８０）の外部表面に対して弾性的に当接してもよいことを理解され
たい。更に、洗浄要素（２００）を円形の形状に限定する必要はない。任意の他の好適な
形状／構成が使用されてもよい。
【００４８】
　再度図１１を見ると、器具（２１０）は、摺動トリガ（２４４）を備える。摺動トリガ
（２４４）は、本体（２２２）に形成された長手方向スロット（２４６）内で、近位位置
と遠位位置との間を長手方向に移動可能である。洗浄要素（２００）は、摺動トリガ（２
４４）と機械的に接続されており、摺動トリガ（２４４）の長手方向の移動により、洗浄
要素（２００）も同時に長手方向に移動する。そのため、洗浄要素（２００）の内部表面
（２０２）及び縁部（２０８）は、導波管（２８０）の外部表面及び／又はキャップ（２
３３）の内部表面を洗浄するためのワイパーとして機能することを理解されたい。更に、
以下でより詳細に考察するように、洗浄要素（２００）の長手方向の移動により、手術に
よるデブリス、体液などは、シャフトアセンブリ（２３０）の内部空洞から追い払われる
。摺動トリガ（２４４）を洗浄要素（２００）内に連結することができる様々な好適な方
法は、本明細書の教示を考慮することで当業者には明らかとなるであろう。
【００４９】
　図１２Ａは、近位位置にある洗浄要素（２００）を示す。図１２Ｂに示すように、近位
位置において、手術によるデブリス（例えば、組織、凝固血液など）及び／又は体液（２
）が、キャップ（２３３）の遠位端から開口部（２３３Ａ）を介してシャフトアセンブリ
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（２３０）の内部空洞の中へと進入する場合がある。手術によるデブリス及び／又は体液
（２）がシャフトアセンブリ（２３０）の内部空洞内に配置されてしまった場合、ユーザ
は、摺動トリガ（２４４）を長手方向に遠位側に移動させることによって、洗浄要素（２
００）を長手方向に遠位側に移動させることができる。図１２Ｃに示すように、洗浄要素
（２００）が遠位位置へと長手方向に遠位側に移動することによって、手術によるデブリ
ス及び／又は体液（２）を、シャフトアセンブリ（２３０）の内部空洞から遠位側に、開
口部（２３３Ａ）から追い払うことによって、キャップ（２３３）の内部表面及び／又は
導波管（２８０）の外部表面を洗浄する。一旦、手術によるデブリス及び／又は体液（２
）がシャフトアセンブリ（２３０）の内部空洞から追い払われると、図１２Ｄに示すよう
に、摺動トリガ（２４４）を長手方向に近位側に移動させることによって、洗浄要素（２
００）を近位位置へと戻すことができる。
【００５０】
　器具（２１０）は、洗浄要素（２００）が近位位置にある場合、洗浄要素（２００）が
、導波管（２８０）及び超音波ブレード（２４２）を通って伝導される共鳴超音波振動に
関連するノードにおいて導波管（２８０）に接触するように、構成されていてもよい。あ
るいは、器具（２１０）は、洗浄要素（２００）が近位位置にある場合、洗浄要素（２０
０）が、導波管（２８０）及び超音波ブレード（２４２）を通って伝導される共鳴超音波
振動に関連するノードから離れて導波管（２８０）に接触するように、構成されていても
よい。本例の洗浄要素（２００）は、導波管（２８０）の外部表面に接触するが、洗浄要
素（２００）は、代替的に、超音波ブレード（２４２）の外部表面に接触してもよいこと
を理解されたい。
【００５１】
　Ｂ．第２の例示的な洗浄要素
　図１３～図１５Ｂは、手術によるデブリス、体液などをシャフトアセンブリ（３３０）
の内部空洞から洗浄するように、かつ／又は追い払うように構成された洗浄要素（３００
）を備えた、例示的な代替の器具（３１０）を示す。本例の器具（３１０）は、以下で考
察する相違点を除き、上で考察した器具（１０、２１０）とほぼ同様に動作するように構
成されている。図１３に示すように、本例の器具（３１０）は、シャフトアセンブリ（３
３０）と、エンドエフェクタ（３４０）とを備える。器具（３１０）はまた、シャフトア
センブリ（３３０）に向かって、かつシャフトアセンブリ（３３０）から離れるように枢
動可能なクランプアームアセンブリ（３５０）を含む。キャップ（３３３）は、シャフト
アセンブリ（３３０）の遠位端に固定されている。エンドエフェクタ（３４０）は、シャ
フトアセンブリ（３３０）のキャップ（３３３）から遠位側に延在する超音波ブレード（
３４２）と、クランプアームアセンブリ（３５０）の一体型機構である枢動クランプアー
ム（３５４）と、を含む。クランプアームアセンブリ（３５０）は、シャフトアセンブリ
（３３０）から短手方向に延在する突出部（３３４）に枢動可能に連結され、クランプア
ーム（３５４）は、超音波ブレード（３４２）に向かって、かつ超音波ブレード（３４２
）から離れるように枢動可能であり、それによって、クランプアーム（３５４）のクラン
プパッド（３５５）と超音波ブレード（３４２）との間の組織をクランプする。トランス
デューサアセンブリ（図示せず）によって生成される超音波振動は、音響導波管（３８０
）に沿って伝導され、音響導波管（３８０）は、シャフトアセンブリ（３３０）を通って
延在し、超音波ブレード（３４２）に到達する。超音波ブレード（３４２）は、超音波周
波で振動して、組織を切断及び／又は封着する。
【００５２】
　図１４～図１５Ｂに示すように、洗浄要素（３００）は、クランプアーム（３５４）に
枢動可能に連結された本体（３０２）を備える。本体（３０２）は、第１のヨーク部分（
３０２Ａ）、湾曲したネック部（３０２Ｂ）、及び第２のヨーク部分（３０２Ｃ）を備え
る。第１のヨーク部分（３０２Ａ）は、クランプアーム（３５４）と枢動可能に連結され
ている。湾曲したネック部（３０２Ｂ）は、第１のヨーク部分（３０２Ａ）から近位側に
下向きに延在する。湾曲したネック部（３０２Ｂ）は、キャップ（３３３）の上面に形成
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された長手方向スロット（３３３Ｂ）を通過する。第２のヨーク部分（３０２Ｃ）は、シ
ャフトアセンブリ（３３０）の内部空洞内に配置された湾曲したネック部（３０２Ｂ）の
一部分から下向きに延在する。第２のヨーク部分（３０２Ｃ）は、導波管（３８０）の外
部表面及びキャップ（３３３）の内部表面を補うように形付けられる。具体的には、第２
のヨーク部分（３０２Ｃ）は、Ｃ形状であり、導波管（３８０）の周りに配置されている
。図１４に最もよく見られるように、第２のヨーク部分（３０２Ｃ）は、導波管（３８０
）の周りに、摺動可能に連結されている。
【００５３】
　図１５Ａは、近位位置にある洗浄要素（３００）を示す。近位位置にある洗浄要素（３
００）は、超音波ブレード（３４２）に向かって枢動されるクランプアーム（３５４）に
対応しており、クランプアーム（３５４）のクランプパッド（３５５）は、超音波ブレー
ド（３４２）に接触する。洗浄要素（３００）が近位位置にあると、手術によるデブリス
、体液などが、キャップ（３３３）の遠位端から開口部（３３３Ａ）を介してシャフトア
センブリ（３３０）の内部空洞の中へと進入する場合がある。図１５Ｂに示すように、ク
ランプアーム（３５４）が超音波ブレード（３４２）から離れるように回転すると、洗浄
要素（３００）の本体（３０２）の第２のヨーク部分（３０２Ｃ）が導波管（３４２）の
周りに摺動可能に連結されるため、洗浄要素（３００）は、クランプアーム（３５４）と
共に回転しない。その代わりに、クランプアーム（３５４）が超音波ブレード（３４２）
から離れるように回転すると、洗浄要素（３００）がクランプアーム（３５４）から離れ
るように回転し、洗浄要素（３００）の本体（３０２）の第２のヨーク部分（３０２Ｃ）
がシャフトアセンブリ（３３０）の内部空洞内で、長手方向に遠位側に移動する。このよ
うに第２のヨーク部分（３０２Ｃ）が遠位位置へと長手方向に遠位側に移動することによ
って、手術によるデブリス、体液などを、シャフトアセンブリ（３３０）の内部空洞から
追い払い、キャップ（３３３）の内部表面及び／又は導波管（３８０）の外部表面を洗浄
することができる。一旦、手術によるデブリス、体液などがシャフトアセンブリ（３３０
）の内部空洞から追い払われると、図１２Ａに示すように、クランプアーム（３５４）を
超音波ブレード（３４２）に向かって回転させることによって、洗浄要素（３００）を近
位位置へと戻すことができる。そのため、エンドエフェクタ（３４０）が開放される度、
手術によるデブリス、体液などがシャフトアセンブリ（３３０）の内部空洞から洗浄され
る。
【００５４】
　器具（３１０）のいくつかのバージョンでは、第２のヨーク部分（３０２Ｃ）は、第２
のヨーク部分（３０２Ｃ）の内部表面から内向きに延在し、かつ導波管（３８０）の外部
表面に接触するエラストマーワイパーを備えていてもよいことを理解されたい。更に、器
具（３１０）のいくつかのバージョンでは、第２のヨーク部分（３０２Ｃ）は、第２のヨ
ーク部分（３０２Ｃ）の外部表面から外向きに延在し、かつキャップ（３３３）の内部表
面に接触するエラストマーワイパーを備えていてもよいことを理解されたい。
【００５５】
　器具（３１０）は、洗浄要素（３００）が近位位置にある場合、洗浄要素（３００）の
本体（３０２）の第２のヨーク部分（３０２Ｃ）が、導波管（３８０）及び超音波ブレー
ド（３４２）を通って伝導される共鳴超音波振動に関連するノードにおいて導波管（３８
０）に接触するように、構成されていてもよい。あるいは、器具（３１０）は、洗浄要素
（３００）が近位位置にある場合、洗浄要素（３００）の本体（３０２）の第２のヨーク
部分（３０２Ｃ）が、導波管（３８０）及び超音波ブレード（３４２）を通って伝導され
る共鳴超音波振動に関連するノードから離れて導波管（３８０）に接触するように、構成
されていてもよい。本例の洗浄要素（３００）の第２のヨーク部分（３０２Ｃ）は、導波
管（３８０）の外部表面に接触するが、洗浄要素（３００）の第２のヨーク部分（３０２
Ｃ）は、代替的に、超音波ブレード（３４２）の外部表面に接触してもよいことを理解さ
れたい。
【００５６】
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　Ｃ．第３の例示的な洗浄要素
　図１６～図１７Ｃは、手術によるデブリス、体液などをシャフトアセンブリ（４３０）
の内部空洞から洗浄するように、かつ／又は追い払うように構成された洗浄要素（４００
）を備えた、別の例示的な代替の器具（４１０）を示す。本例の器具（４１０）は、以下
で考察する相違点を除き、上で考察した器具（１０、２１０、３１０）とほぼ同様に動作
するように構成されている。図１６に示すように、本例の器具（４１０）は、シャフトア
センブリ（４３０）と、エンドエフェクタ（４４０）とを備える。器具（４１０）はまた
、シャフトアセンブリ（４３０）に向かって、かつシャフトアセンブリ（４３０）から離
れるように枢動可能なクランプアームアセンブリ（４５０）を含む。キャップ（４３３）
は、シャフトアセンブリ（４３０）の遠位端に固定されている。エンドエフェクタ（４４
０）は、シャフトアセンブリ（４３０）のキャップ（４３３）から遠位側に延在する超音
波ブレード（４４２）と、クランプアームアセンブリ（４５０）の一体型機構である枢動
クランプアーム（４５４）と、を含む。クランプアームアセンブリ（４５０）は、シャフ
トアセンブリ（４３０）から短手方向に延在する突出部（４３４）に枢動可能に連結され
、クランプアーム（４５４）は、超音波ブレード（４４２）に向かって、かつ超音波ブレ
ード（４４２）から離れるように枢動可能であり、それによって、クランプアーム（４５
４）のクランプパッド（４５５）と超音波ブレード（４４２）との間の組織をクランプす
る。トランスデューサアセンブリ（図示せず）によって生成される超音波振動は、音響導
波管（４８０）に沿って伝導され、音響導波管（４８０）は、シャフトアセンブリ（４３
０）を通って延在し、超音波ブレード（４４２）に到達する。超音波ブレード（４４２）
は、超音波周波で振動して、組織を切断及び／又は封着する。
【００５７】
　図１６～図１７Ｃに示すように、洗浄要素（４００）は、クランプアーム（４５４）の
上面から突出する一対の可撓性部材（４０２Ａ、４０２Ｂ）を備える。可撓性部材（４０
２Ａ、４０２Ｂ）は、内向きに角度付けられている。本例のキャップ（４３３）は、キャ
ップ（４３３）の底面に形成された一対のスロット（４３５）と、キャップ（４３３）の
上面に形成された一対のスロット（４３７）と、を含む。以下でより詳細に考察するよう
に、クランプアーム（４５４）が超音波ブレード（４４２）に向かって、かつ超音波ブレ
ード（４４２）から離れるように動くと、可撓性部材（４０２Ａ、４０２Ｂ）は、キャッ
プ（４３３）に形成されたスロット（４３５、４３７）を通過する。可撓性部材（４０２
Ａ、４０２Ｂ）がキャップ（４３３）に形成されたスロット（４３５）を通過すると、可
撓性部材（４０２Ａ、４０２Ｂ）は、導波管（４８０）の外部表面に係合する。スロット
（４３７）は、外向きに角度付けられており、可撓性部材（４０２、４０２Ｂ）がスロッ
ト（４３７）を通過すると、可撓性部材（４０２Ａ、４０２Ｂ）は、導波管（４８０）の
外部表面から離れるように外向きに駆動される。導波管（４８０）の外部表面を跨いだ可
撓性部材（４０２Ａ、４０２Ｂ）の動きにより、手術によるデブリス、体液などが、導波
管（４８０）の外部表面及びシャフトアセンブリ（４３０）の内部から洗浄される。
【００５８】
　図１６に示すように、クランプアーム（４５４）が開位置にあると、可撓性部材（４０
２Ａ、４０２Ｂ）は、シャフトアセンブリ（４３０）の内部空洞から完全に取り外される
。図１７Ａは、部分的な開位置にあるクランプアーム（４５４）を示す。この部分的な開
位置において、可撓性部材（４０２Ａ、４０２Ｂ）は、キャップ（４３３）の底面に形成
されたスロット（４３５）を介して、シャフトアセンブリ（４３０）の内部空洞内に部分
的に配置される。この部分的な開位置において、可撓性部材（４０２Ａ、４０２Ｂ）はま
だ、導波管（４８０）の外部表面に係合していない。図１７Ｂに示すように、クランプア
ーム（４５４）が部分的な閉位置へと超音波ブレード（４４２）に向かって回転すると、
可撓性部材（４０２Ａ、４０２Ｂ）は、導波管（４８０）の外部表面に係合し、導波管（
４８０）の外部表面に跨って動くことによって、導波管（４８０）の外部表面を洗浄する
。図１７Ｃに示すように、クランプアーム（４５４）が完全な閉位置へと超音波ブレード
（４４２）に向かって更に回転すると、可撓性部材（４０２Ａ、４０２Ｂ）は、キャップ
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（４３３）の上面に形成されたスロット（４３７）を通過する。可撓性部材（４０２Ａ、
４０２Ｂ）がスロット（４３７）を通過すると、スロット（４３７）の外向きに角度付け
られた配向により、可撓性部材（４０２Ａ、４０２Ｂ）が導波管（４８０）から外向きに
離れるように駆動され、完全な閉位置において、可撓性部材（４０２Ａ、４０２Ｂ）は、
導波管（４８０）の外部表面にもはや係合していない。そのため、完全な閉位置において
、可撓性部材（４０２Ａ、４０２Ｂ）は、導波管（４８０）及び超音波ブレード（４４２
）を通って伝導される超音波振動を遮断又は受信しないことを理解されたい。クランプア
ーム（４５４）が部分的な閉位置へと戻るように超音波ブレード（４４２）から離れるよ
うに回転すると、可撓性部材（４０２Ａ、４０２Ｂ）は、導波管（４８０）の外部表面に
跨って元に戻る。そのため、クランプアーム（４５４）が超音波ブレード（４４２）に向
かって、かつ超音波ブレード（４４２）から離れるように動くと、可撓性部材（４０２Ａ
、４０２Ｂ）が導波管（４８０）の外部表面に跨って動くことを理解されたい。導波管（
４８０）の外部表面を跨いだ可撓性部材（４０２Ａ、４０２Ｂ）のこの動きにより、手術
によるデブリス、体液などが、導波管（４８０）の外部表面及びシャフトアセンブリ（４
３０）の内部から洗浄される。
【００５９】
　可撓性部材（４０２Ａ、４０２Ｂ）は、可撓性部材（４０２Ａ、４０２Ｂ）が、導波管
（４８０）及び超音波ブレード（４４２）を通って伝導される共鳴超音波振動に関連する
ノードにおいて導波管（４８０）に接触するように、構成され、かつ／又は位置付けられ
てもよい。あるいは、可撓性部材（４０２Ａ、４０２Ｂ）は、可撓性部材（４０２Ａ、４
０２Ｂ）が、導波管（４８０）及び超音波ブレード（４４２）を通って伝導される共鳴超
音波振動に関連するノードから離れて導波管（４８０）に接触するように、構成され、か
つ／又は位置付けられてもよい。本例の器具（４１０）は、可撓性部材（４０２Ａ、４０
２Ｂ）が導波管（４８０）の外部表面に接触するように構成されているが、器具（４１０
）は、代替的に、可撓性部材（４０２Ａ、４０２Ｂ）が超音波ブレード（４４２）の外部
表面に接触するように構成されていてもよいことを理解されたい。
【００６０】
　Ｄ．第４の例示的な洗浄要素
　図１８及び図１９は、手術によるデブリス、体液などをシャフトアセンブリ（５３０）
の内部空洞から追い払えるように構成された例示的なキャップ（５３３）を備えた、例示
的な代替のシャフトアセンブリ（５３０）を示す。キャップ（５３３）は、シャフトアセ
ンブリ（５３０）の遠位端に固定されている。超音波ブレード（５４２）は、シャフトア
センブリ（５３０）のキャップ（５３３）から遠位側に延在する。トランスデューサアセ
ンブリ（図示せず）によって生成される超音波振動は、音響導波管（５８０）に沿って伝
導され、音響導波管（５８０）は、シャフトアセンブリ（５３０）を通って延在し、超音
波ブレード（５４２）に到達する。超音波ブレード（５４２）は、超音波周波で振動して
、組織を切断及び／又は封着する。本例のシャフトアセンブリ（５３０）は、上述のいず
れの器具（１０、２１０、３１０、４１０）においても使用できることを理解されたい。
更に、キャップ（５３３）は、上述のキャップ（３３、２３３、３３３、４３３）のいず
れかの機構を備えていてもよい。
【００６１】
　本例のキャップ（５３３）は、複数の開口部（５３３Ｂ）を含む。開口部（５３３Ｂ）
は、キャップ（５３３）を完全に通過する。開口部（５３３Ｂ）は、キャップ（５３３）
の近位部分に形成されている。開口部（５３３Ｂ）により、流体がシャフトアセンブリ（
５３０）の内部空洞から流出できることによって、手術によるデブリス及び／又は体液（
２）をいずれもシャフトアセンブリ（５３０）の内部空洞から追い払う。例えば、図１９
に示すように、シャフトアセンブリ（５３０）の遠位部分は、食塩水（４）又は任意の他
の適切な洗浄液の入ったカップの中に浸漬される場合がある。シャフトアセンブリ（５３
０）の遠位部分が食塩水の中に浸漬された場合、食塩水がキャップ（５３３）の遠位端に
形成された開口部（５３３Ａ）を通ってシャフトアセンブリ（５３０）の内部空洞に進入
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しても、開口部（５３３Ｂ）によって空気をシャフトアセンブリ（５３０）の内部空洞へ
と排出することができる。シャフトアセンブリ（５３０）の内部空洞内にあるこの食塩水
により、シャフトアセンブリ（５３０）の内部空洞内にある手術によるデブリス及び／又
は体液（２）を緩めることができる。（例えば、シャフトアセンブリ（５３０）の遠位部
分が依然として食塩水に浸漬されている状態で）超音波ブレード（５４２）を振動させる
ことにより、手術によるデブリス及び／又は体液（２）を緩めるという食塩水の能力を向
上することができる。シャフトアセンブリ（５３０）の遠位部分が食塩水から取り出され
ると、食塩水が開口部（５３３Ａ）を介してシャフトアセンブリ（５３０）の内部空洞か
ら流出することによって、緩められた手術によるデブリス及び／又は体液（２）をシャフ
トアセンブリ（５３０）の内部空洞から除去することを理解されたい。食塩水がシャフト
アセンブリ（５３０）の内部空洞から流出すると、開口部（５３３Ｂ）からシャフトアセ
ンブリ（５３０）の内部空洞へと空気が進入でき、開口部（５３３Ｂ）は、開口部（５３
３Ａ）を通じた排水を促進させることを理解されたい。緩められた手術によるデブリス及
び／又は体液（２）が開口部（５３３Ａ）を介してシャフトアセンブリ（５３０）の内部
空洞から出ていくことに加えて、又はその代替として、食塩水の中で超音波ブレード（５
４２）を起動させることにより、食塩水を開口部（５３３Ａ）を介してシャフトアセンブ
リ（５３０）の内部空洞の中へと引き込むことができ、緩められた手術によるデブリス及
び／又は体液（２）は、開口部（５３３Ｂ）を介してシャフトアセンブリ（５３０）の内
部空洞から出ていく。
【００６２】
　Ｅ．第５の例示的な洗浄要素
　図２０及び図２１は、手術によるデブリス、体液などをシャフトアセンブリ（６３０）
の内部空洞から洗浄するように、かつ／又は追い払うように構成された、例示的な代替の
キャップ（６３３）を示す。キャップ（６３３）は、シャフトアセンブリ（６３０）の遠
位端に回転可能に連結され、キャップ（６３３）は、シャフトアセンブリ（６３０）によ
って画定された長手方向軸線を中心に回転可能である。超音波ブレード（６４２）は、シ
ャフトアセンブリ（６３０）のキャップ（６３３）から遠位側に延在する。トランスデュ
ーサアセンブリ（図示せず）によって生成される超音波振動は、音響導波管（６８０）に
沿って伝導され、音響導波管（６８０）は、シャフトアセンブリ（６３０）を通って延在
し、超音波ブレード（６４２）に到達する。超音波ブレード（６４２）は、超音波周波で
振動して、組織を切断及び／又は封着する。本例のシャフトアセンブリ（６３０）は、上
述のいずれの器具（１０、２１０、３１０、４１０、５１０）においても使用できること
を理解されたい。更に、キャップ（６３３）は、上述のキャップ（３３、２３３、３３３
、４３３、５３３）の任意の機構を備えていてもよい。
【００６３】
　キャップ（６３３）は、キャップ（６３３）の内部表面から内向きに延在する、複数の
螺旋状の突出部（６３３Ａ）を備える。図２１に示すように、螺旋状の突出部（６３３Ａ
）は、キャップ（６３３）の内部表面から延在し、導波管（６８０）の外部表面に接触す
る。キャップ（６３３）のいくつかのバージョンでは、螺旋状の突出部（６３３Ａ）は、
それぞれの螺旋状の突出部（６３３Ａ）の内部表面から内向きに延在し、かつ導波管（６
８０）の外部表面に接触するエラストマーワイパーを備えていてもよい。螺旋状の突出部
（６３３Ａ）同士の間に複数の開口部（６３３Ｂ）が存在し、手術によるデブリス、体液
などが通過できる。キャップ（６３３）がシャフトアセンブリ（６３０）の遠位端と回転
可能に連結されるため、ユーザは、キャップ（６３３）を手動で回転させることができる
。キャップ（６３３）の回転により、螺旋状の突出部（６３３Ａ）が回転することによっ
て、手術によるデブリス、体液などをシャフトアセンブリ（６３０）の内部空洞から追い
払い、超音波ブレード（６４２）の外部表面を洗浄する。キャップ（６３３）は、（例え
ば、螺旋状の突出部（６３３Ａ）が手術によるデブリス、体液などを遠位側にのみ追い払
えるように）キャップ（６３３）が単一の方向にしか回転しないようにする機構を含んで
いてもよいことを理解されたい。キャップ（６３３）は、任意の好適な数の螺旋状の突出
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部（６３３Ａ）を含んでいてもよいこともまた理解されたい。例示的なものにすぎないが
、キャップ（６３３）のいくつかのバージョンでは、螺旋状の突出部（６３３Ａ）を１つ
だけ有していてもよい。キャップ（６３３）の他のバージョンでは、２つ又はそれ以上の
螺旋状の突出部（６３３Ａ）を有していてもよい。
【００６４】
　以下の考察から理解されるように、キャップ（６３３）は、クランプアームが超音波ブ
レード（６４２）に向かって、かつ／又は超音波ブレード（６４２）から離れるように動
くことにより、キャップ（６３３）を回転させ、それによって、クランプアームが動く度
、手術によるデブリス、体液などをシャフトアセンブリ（６３０）の内部空洞から追い払
い、超音波ブレード（６４２）の外部表面を洗浄するように、構成されていてもよい。
【００６５】
　螺旋状の突出部（６３３Ａ）は、螺旋状の突出部（６３３Ａ）が、導波管（６８０）及
び超音波ブレード（６４２）を通って伝導される共鳴超音波振動に関連するノードにおい
て導波管（６８０）に接触するように、構成され、かつ／又は位置付けられてもよい。あ
るいは、螺旋状の突出部（６３３Ａ）は、螺旋状の突出部（６３３Ａ）が、導波管（６８
０）及び超音波ブレード（６４２）を通って伝導される共鳴超音波振動に関連するノード
から離れて導波管（６８０）に接触するように、構成され、かつ／又は位置付けられても
よい。
【００６６】
　Ｆ．第６の例示的な洗浄要素
　図２２～図２３Ｂは、手術によるデブリス、体液などをシャフトアセンブリ（７３０）
の内部空洞から洗浄するように、かつ／又は追い払うように構成された、例示的な代替の
キャップ（７３３）を示す。キャップ（７３３）は、シャフトアセンブリ（７３０）の遠
位端に回転可能に連結され、キャップ（７３３）は、シャフトアセンブリ（７３０）によ
って画定された長手方向軸線を中心に回転可能である。超音波ブレード（７４２）は、シ
ャフトアセンブリ（７３０）のキャップ（７３３）から遠位側に延在する。トランスデュ
ーサアセンブリ（図示せず）によって生成される超音波振動は、音響導波管（７８０）に
沿って伝導され、音響導波管（７８０）は、シャフトアセンブリ（７３０）を通って延在
し、超音波ブレード（７４２）に到達する。超音波ブレード（７４２）は、超音波周波で
振動して、組織を切断及び／又は封着する。本例のシャフトアセンブリ（７３０）は、上
述のいずれの器具（１０、２１０、３１０、４１０、５１０）においても使用できること
を理解されたい。更に、キャップ（７３３）は、上述のキャップ（３３、２３３、３３３
、４３３、５３３、６３３）の任意の機構を備えていてもよい。
【００６７】
　キャップ（７３３）は、キャップ（７３３）の内部表面から内向きに延在する、複数の
長手方向の突出部（７３３Ａ）を備える。図２３Ａ及び図２３Ｂに示すように、長手方向
の突出部（７３３Ａ）は、キャップ（７３３）の内部表面から延在し、導波管（７８０）
の外部表面に接触する。キャップ（７３３）のいくつかのバージョンでは、長手方向の突
出部（７３３Ａ）は、それぞれの長手方向の突出部（７３３Ａ）の内部表面から内向きに
延在し、かつ導波管（７８０）の外部表面に接触するエラストマーワイパーを備えていて
もよい。長手方向の突出部（７３３Ａ）同士の間に複数の長手方向の開口部（７３３Ｂ）
が存在し、手術によるデブリス、体液などが通過できる。キャップ（７３３）がシャフト
アセンブリ（７３０）の遠位端と回転可能に連結されるため、キャップ（７３３）は、回
転することができる。キャップ（７３３）の回転により、長手方向の突出部（７３３Ａ）
が回転することによって、導波管（７８０）の外部表面を洗浄する。本例では、長手方向
の突出部（７３３Ａ）は、長手方向に配向されているが、長手方向の突出部（７３３Ａ）
は、代替的に、斜めに、螺旋状に、又はその他の方法で配向されていてもよいことを理解
されたい。キャップ（７３３）は、任意の好適な数の長手方向の突出部（７３３Ａ）を含
んでいてもよいこともまた理解されたい。例示的なものにすぎないが、キャップ（７３３
）のいくつかのバージョンでは、長手方向の突出部（７３３Ａ）を１つだけ有していても
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よい。キャップ（７３３）の他のバージョンでは、２つ又はそれ以上の長手方向の突出部
（７３３Ａ）を有していてもよい。
【００６８】
　図２３Ａ及び図２３Ｂに示すように、キャップ（７３３）は、キャップ（７３３）の外
部表面から外向きに突出するタブ（７３３Ｃ）を備える。本例のクランプアーム（７５４
）は、開口部（７５５）を備える。キャップ（７３３）は、タブ（７３３Ｃ）がクランプ
アーム（７５４）の開口部（７５５）内に位置付けられるように配向されている。図２３
Ａは、閉位置にあるクランプアーム（７５４）を示す。クランプアーム（７５４）が閉位
置にあると、キャップ（７３３）及び長手方向の突出部（７３３Ａ）は、第１の回転位置
にある。図２３Ｂは、部分的な開位置において、超音波ブレード（７４２）から離れるよ
うに動いたクランプアーム（７５４）を示す。クランプアーム（７５４）が超音波ブレー
ド（７４２）から離れるように動くことにより、開口部（７５５）も動く。開口部（７５
５）のこの動きにより、キャップ（７３３）のタブ（７３３Ｃ）も同時に動くことによっ
て、キャップ（７３３）及び長手方向の突出部（７３３Ａ）を第１の方向に回転させる。
クランプアーム（７５４）が超音波ブレード（７４２）に向かって動くことにより、キャ
ップ（７３３）及び長手方向の突出部（７３３Ａ）が第２の方向に回転することを理解さ
れたい。長手方向の突出部（７３３Ａ）の回転により、導波管（７８０）の外部表面から
手術によるデブリス、体液などを洗浄する。そのため、クランプアーム（７５４）の開閉
により、振動させる方法で導波管（７８０）を中心にキャップ（７３３）を回転させるこ
とによって、導波管（７８０）の外部表面を洗浄し得ることを理解されたい。
【００６９】
　キャップ（７３３）は、キャップ（７３３）が単一の方向にしか回転しないようにする
機構を含んでいてもよいことを理解されたい。キャップ（７３３）のかかるバージョンに
おいて、キャップ（７３３）は、爪車／爪機構（ratchet and pawl feature）を更に含ん
でいてもよく、爪車／爪機構は、クランプアーム（７５４）が超音波ブレード（７４２）
から離れるように動く度、キャップ（７３３）を漸増的に回転するように駆動させ、かつ
クランプアーム（７５４）が超音波ブレード（７４２）に向かって動くと、キャップ（７
３３）が回転しないようにする、又はその逆である。
【００７０】
　ＩＶ．例示的な保護要素
　前述の通り、器具（１０）のキャップ（３３）の開口部（３３Ａ）は、器具（１０）の
シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞へのアクセスを提供する。手術によるデブリス、
体液などが、シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞内で、導波管（８０）及び／又は超
音波ブレード（４２）の外部表面の少なくとも一部に接触することを防止する保護要素を
提供することが望ましい。かかる保護要素は、必ずしも内部空洞を密閉する必要はない。
かかる保護要素の様々な単なる例示の例は、以下でより詳細に説明するが、他の例につい
ても、本明細書の教示を考慮することで当業者には明らかとなるであろう。
【００７１】
　Ａ．第１の例示的な保護要素
　図２４は、保護要素（８００）の１つの単なる例示の例を示す。本例の保護要素（８０
０）は、超音波ブレード（４２）の遠位部分の上に保護コーティングを含む。保護コーテ
ィングは、ポリテトラフルオロエチレン（「ＰＴＦＥ」）を含むがこれに限られない、非
付着性コーティングを含んでいてもよく、それによって、手術によるデブリス、体液など
が、シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞内で、導波管（８０）及び／又は超音波ブレ
ード（４２）に付着することを防止する。保護コーティングは、導波管（８０）及び／又
は超音波ブレード（４２）を絶縁化してもよく、熱が導波管（８０）及び／又は超音波ブ
レード（４２）から伝わらないことによって、手術によるデブリス、体液などがシャフト
アセンブリ（３０）の内部空洞内で凝固することを防止する。保護コーティングは、潤滑
性及び／又は疎水性コーティング（例えば、ステアリン酸ナトリウムなど）であってもよ
く、それによって、手術によるデブリス、体液などがシャフトアセンブリ（３０）の内部
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空洞内で乾燥することを防止する。
【００７２】
　Ｂ．第２の例示的な保護要素
　図２５及び図２６は、手術によるデブリス、体液などが、シャフトアセンブリ（３０）
の内部空洞内で、導波管（８０）の外部表面に接触することを防止するように構成された
、例示的な代替の保護要素（８１０）を示す。保護要素（８１０）は、テーパ端部（８１
４）を有する円筒体（８１２）を備える。円形の穴（８１６）は、保護要素（８１０）の
円筒体（８１２）及びテーパ端部（８１４）を完全に通過する。複数の円形の突出部（８
１８）は、円形の穴（８１６）の内部表面から内向きに延在する。図２６に最もよく見ら
れるように、円形の突出部（８１８）は、三角形の断面プロファイルを有する。それぞれ
の円形の突出部（８１８）は、縁部（８１８Ａ）を提示する。保護要素（８１０）は、シ
ャフトアセンブリ（３０）の内部空洞内に配置され、導波管（８０）は、保護要素（８１
０）の穴（８１６）を通過する。導波管（８０）が穴（８１６）内に位置付けられると、
それぞれの円形の突出部（８１８）のそれぞれの縁部（８１８Ａ）が導波管（８０）に接
触することによって、円筒体（８１２）及びテーパ端部（８１４）が導波管（８０）に接
触することを防止する。それぞれの円形の突出部（８１８）の縁部（８１８Ａ）と、導波
管（８０）の外部表面との間の接点は、導波管（８０）の外部表面の周りで、完全に円周
方向に延在することを理解されたい。この接触により、固体及び／又は半固体の手術によ
るデブリスの接触が、導波管（８０）に接触することを防止するラジアルシールを提供す
ることができる。追加的に又は代替的に、保護要素（８１０）は、流体を吸収するように
、かつ流体が導波管（８０）に接触することを防止するように構成された、吸収性材料を
含んでいてもよい。例えば、円形の突出部（８１８）は、流体を導波管（８０）から引き
込み、かつ流体を吸収し保持する円筒体（８１２）まで引っぱる、ウィッキングとして機
能してもよい。追加的に又は代替的に、保護要素（８１０）は、導波管（８０）を通って
伝導される超音波振動を遮断又は著しく減衰しないように構成された軟質材料を含んでい
てもよい。
【００７３】
　Ｃ．第３の例示的な保護要素
　図２７は、手術によるデブリス、体液などが、シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞
内で導波管（８０）の外部表面及び超音波ブレード（４２）に接触することを防止するよ
うに構成された、別の例示的な代替の保護要素（８２０）を示す。保護要素（８２０）は
、第１の円筒部（８２２Ａ）、テーパ部（８２２Ｂ）、及び第２の円筒部（８２２Ｃ）を
有する可撓性スリーブを備える。第１の円筒部（８２２Ａ）、第２の円筒部（８２２Ｃ）
、及びテーパ部（８２２Ｂ）は、可撓性であり、導波管（８０）の遠位部分と、超音波ブ
レード（４２）の近位部分と、導波管（８０）と超音波ブレード（４２）との間の移行部
分と、にそれぞれ嵌まるように寸法決めされている。更に、第１の円筒部（８２２Ａ）、
テーパ部（８２２Ｂ）、及び第２の円筒部（８２２Ｃ）は、超音波ブレード（４２）の周
りに配置された際、超音波ブレード（４２）の外部表面と保護要素（８２０）の内部表面
との間に小さな間隙が存在するように、寸法決めされている。この小さな間隙により、小
さな間隙よりも大きな手術によるデブリス、体液などが超音波ブレード（４２）に接触す
ることを防止する。保護要素（８２０）の寸法及び／又は可撓性は、保護要素（８２０）
と超音波ブレード（４２）との間に存在する小さな間隙の寸法を変更するために、変更さ
れてもよいことを理解されたい。
【００７４】
　複数の可撓性スクラビング機構（８２４）は、保護要素（８２０）の内部表面から延在
し、導波管（８０）の外部表面及び超音波ブレード（４２）に接触する。導波管（８０）
及び超音波ブレード（４２）が振動すると、スクラビング機構（８２４）は、手術による
デブリス、体液などを、導波管（８０）の外部表面及び超音波ブレード（４２）から擦り
落とす。保護要素（８２０）のそれぞれの端部にある開口部（８２６Ａ、８２６Ｂ）によ
って、擦り落とされた手術によるデブリス、体液などが、保護要素（８２０）と超音波ブ
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レード（４２）との間の小さな間隙を通過できる。
【００７５】
　Ｄ．第４の例示的な保護要素
　図２８は、手術によるデブリス、体液などが、シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞
内で、導波管（８０）の外部表面及び超音波ブレード（４２）に接触することを防止する
ように構成された、更に別の例示的な代替の保護要素（８３０）を示す。保護要素（８３
０）は、第１の円筒部（８３２Ａ）、テーパ部（８３２Ｂ）、及び第２の円筒部（８３２
Ｃ）を有する可撓性スリーブを備える。第１の円筒部（８３２Ａ）、第２の円筒部（８３
２Ｃ）、及びテーパ部（８３２Ｂ）は、可撓性であり、導波管（８０）の遠位部分と、超
音波ブレード（４２）の近位部分と、導波管（８０）と超音波ブレード（４２）との間の
移行部分と、にそれぞれ嵌まるように寸法決めされている。更に、第１の円筒部（８３２
Ａ）、テーパ部（８３２Ｂ）、及び第２の円筒部（８３２Ｃ）は、超音波ブレード（４２
）の周りに配置された際、超音波ブレード（４２）の外部表面と保護要素（８３０）の内
部表面との間に小さな間隙が存在するように、寸法決めされている。この小さな間隙によ
り、小さな間隙よりも大きな手術によるデブリス、体液などが超音波ブレード（４２）に
接触することを防止する。保護要素（８３０）の寸法及び／又は可撓性は、保護要素（８
３０）と超音波ブレード（４２）との間に存在する小さな間隙の寸法を変更するために、
変更されてもよいことを理解されたい。
【００７６】
　保護要素（８３０）は、複数の開口部（８３４）を備える。複数の開口部（８３４）の
ぞれぞれの開口部は、保護要素（８３０）の内部表面の上に縁部（８３４Ａ）を提示する
。導波管（８０）及び超音波ブレード（４２）が振動すると、縁部（８３４Ａ）は、手術
によるデブリス、体液などを、導波管（８０）の外部表面及び超音波ブレード（４２）か
ら掻き落とす。保護要素（８３０）のそれぞれの端部にある開口部（８３６Ａ、８３６Ｂ
）によって、掻き落とされた手術によるデブリス、体液などが、保護要素（８３０）と超
音波ブレード（４２）との間の小さな間隙を通過できる。
【００７７】
　Ｖ．例示的なキャップ
　前述の通り、器具（１０）のキャップ（３３）の開口部（３３Ａ）は、器具（１０）の
シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞へのアクセスを提供する。シャフトアセンブリ（
３０）の内部空洞が効率的に洗浄される機構を備えたキャップ（３３）を提供することが
望ましい。かかるキャップ（９００）の例を、図２９～図３０Ｂにて示す。本例のキャッ
プ（９００）は、バヨネット機構（９０２）を備える。バヨネット機構（９０２）は、Ｌ
形状のスロット（９０２Ａ）を備える。例示的なシャフトアセンブリ（９０４）の遠位端
は、嵌合バヨネット機構（mating bayonet feature）（９０６）を備える。バヨネット機
構（９０６）は、シャフトアセンブリ（９０４）の遠位端の外部表面から突出するピン（
９０６Ａ）を備える。バヨネット機構（９０２）のＬ形状のスロット（９０２Ａ）は、バ
ヨネット機構（９０６）のピン（９０６Ａ）を選択的に受け入れて、シャフトアセンブリ
（９０４）の遠位端にキャップ（９００）を選択的に係止するように、構成されている。
バヨネット機構（９０２、９０６）により、ユーザは、シャフトアセンブリ（９０４）の
遠位端からキャップ（９００）を速やかに取り外すことができ、シャフトアセンブリ（３
０）の内部空洞、導波管（８０）、及び／又は超音波ブレード（４２）を洗浄することが
できる。更に、バヨネット機構（９０２、９０６）により、ユーザは、シャフトアセンブ
リ（３０）の遠位端にキャップ（９００）を速やかに再度取り付けることができる。キャ
ップ（９００）は、上述のキャップ（３３、２３３、３３３、４３３、５３３、６３３、
７３３）の任意の機構を備えていてもよいことを理解されたい。
【００７８】
　図３１～図３３は、シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞を効率的に洗浄するように
構成された、例示的な代替のキャップ（９１０）を示す。キャップ（９１０）は、シャフ
トアセンブリ（３０）の遠位端に固定されている。本例のキャップ（９１０）は、複数の
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開口部（９１２）を含む。開口部（９１２）は、キャップ（９１０）を完全に通過する。
開口部（９１２）は、キャップ（９１０）の近位部分に形成されている。キャップ（９１
０）の遠位端は、連結機構（９１４）を提示する。連結機構（９１４）は、真空導管（９
１６）に選択的に固定されるように構成されている。図３３に示すように、真空導管（９
１６）がキャップ（９１０）の連結機構（９１４）に固定されると、手術によるデブリス
、体液などをシャフトアセンブリ（３０）の内部空洞から除去することができる。真空導
管（９１６）を介して真空が適用された場合には、開口部（９１２）により、流体（例え
ば、空気流体、食塩水など）がシャフトアセンブリ（３０）の内部空洞の中へと通過でき
ることによって、手術によるデブリス、体液などをシャフトアセンブリ（３０）の内部空
洞から洗い流す。キャップ（９１０）は、上述のキャップ（３３、２３３、３３３、４３
３、５３３、６３３、７３３、９００）の任意の機構を備えていてもよいことを理解され
たい。
【００７９】
　ＶＩ．例示的な移動可能な音響アセンブリ
　前述の通り、器具（１０）のキャップ（３３）の開口部（３３Ａ）は、器具（１０）の
シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞へのアクセスを提供する。手術によるデブリス、
体液などが、開口部（３３Ａ）を通過し、超音波ブレード（４２）及び／又は音響導波管
（８０）の外部表面に付着してしまう場合がある。超音波ブレード（４２）及び音響導波
管（８０）の両方の外部を効率的に洗浄することができる機構を備えた、超音波ブレード
（４２）及び／又は音響導波管（８０）を提供することが望ましい。かかる音響アセンブ
リ（１０００）の例を、図３４Ａ及び図３４Ｂにて示す。音響アセンブリ（１０００）は
、超音波ブレード（４２）、導波管（８０）、及び超音波トランスデューサアセンブリ（
１２）を備える。前述の通り、導波管（８０）は、ピン（３２）を介してシャフトアセン
ブリ（３０）内に固定されており、ピン（３２）は、導波管（８０）及びシャフトアセン
ブリ（３０）を通過する。ユーザが、ピン（３２）を導波管（８０）から係合解除できる
ような機構が提供されてもよい。ピン（３２）を導波管（８０）から係合解除することに
より、音響アセンブリがシャフトアセンブリ（３０）から係合解除されることを理解され
たい。一旦係合解除されると、音響アセンブリ（１０００）は、長手方向に遠位側に動く
ことができ、それによって、図３４Ｂに示すように、超音波ブレード（４２）及び導波管
（８０）の遠位部分を露出させる。超音波ブレード（４２）及び導波管（８０）の遠位部
分が露出されると、超音波ブレード（４２）及び導波管（８０）の遠位部分が洗浄され、
それによって、超音波ブレード（４２）及び導波管（８０）の両方の外部表面に付着した
手術によるデブリス、体液などを除去することができる。一旦超音波ブレード（４２）及
び導波管（８０）がほぼ洗浄されると、超音波ブレード（４２）及び導波管（８０）は、
図３４Ａに示す位置へと近位側に後退することができ、ピン（３２）は、導波管（８０）
と再係合することができる。
【００８０】
　ワイパーは、超音波ブレード（４２）又は導波管（８０）の一方又は両方の外部表面か
ら外向きに突出してもよく、音響アセンブリ（１０００）が長手方向に遠位側に動くと、
ワイパーは、手術によるデブリス、体液などをシャフトアセンブリ（３０）の内部空洞か
ら追い払い、かつ／又はシャフトアセンブリ（３０）の内部表面を洗浄できることを理解
されたい。本体（２２）又はシャフトアセンブリ（３０）は、ボタン又はピン（３２）を
導波管（８０）と選択的に係合解除／再係合するための他の機構を含んでいてもよい。
【００８１】
　ＶＩＩ．例示的な洗浄ツール
　上述の通り、手術によるデブリス、体液などが、シャフトアセンブリ（３０）の内部空
洞内に配置され、導波管（８０）及び／又は超音波ブレード（４２）の外部表面を含む、
シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞の中の表面に付着してしまう場合がある。シャフ
トアセンブリ（３０）の内部空洞とシャフトアセンブリ（３０）の内部空洞の中の表面と
を効率的に洗浄するツールを提供することが望ましい。洗浄ツールの様々な単なる例示の
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例は、以下でより詳細に考察するが、更に他の好適な例についても、本明細書の教示を考
慮することで当業者には明らかとなるであろう。
【００８２】
　Ａ．第１の例示的な洗浄ツール
　図３５及び図３６は、洗浄ツール（１１００）の１つの単なる例示の例を示す。ツール
（１１００）は、近位端及び遠位端を有するシャフト（１１０２）を備える。フック部材
（１１１０）は、シャフト（１１０２）の遠位端から短手方向に延在する。フック部材（
１１１０）は、導波管（８０）及び／又は超音波ブレード（４２）に嵌まるように寸法決
めされた内部間隙（１１０４）を画定する。更に、フック部材（１１１０）の外部表面は
、シャフトアセンブリ（３０）の内部空洞に嵌まり込むように寸法決めされている。複数
の剛毛（１１０６）は、フック部材（１１１０）から内向き及び外向きに延在し、フック
部材（１１１０）がシャフトアセンブリ（３０）の内部空洞内で超音波ブレード（４２）
の周りに位置付けられると、剛毛（１１０６）は、シャフトアセンブリ（３０）、導波管
（８０）、及び超音波ブレード（４２）の表面に接触して、シャフトアセンブリ（３０）
、導波管（８０）、及び超音波ブレード（４２）の表面を洗浄する。ツール（１１００）
のシャフト（１１０２）及び／又はフック部材（１１１０）は、可撓性であってもよいこ
とを理解されたい。同様に、フック部材（１１１０）は、弾性的に付勢されて、図３５及
び図３６に示す構成を呈するが、依然として、ある程度変形可能であってもよい。
【００８３】
　Ｂ．第２の例示的な洗浄ツール
　図３７及び図３８は、例示的な代替のツール（１１２０）を示す。ツール（１１２０）
は、近位端及び遠位端を有する中空シャフト（１１２２）を備える。中空シャフト（１１
２２）は、導波管（８０）及び超音波ブレード（４２）に嵌まるように寸法決めされた内
部穴（１１２４）を画定する。更に、中空シャフト（１１２２）の外部表面は、シャフト
アセンブリ（３０）の内部空洞に嵌まり込むよう寸法決めされている。複数の剛毛（１１
２６）は、中空シャフト（１１２２）の遠位端から内向き及び外向きに延在し、中空シャ
フト（１１２２）がシャフトアセンブリ（３０）の内部空洞内で導波管（８０）及び超音
波ブレード（４２）の周りに位置付けられると、剛毛（１１２６）は、シャフトアセンブ
リ（３０）、導波管（８０）、及び超音波ブレード（４２）の表面に接触して、シャフト
アセンブリ（３０）、導波管（８０）、及び超音波ブレード（４２）の表面を洗浄する。
中空シャフト（１１２２）は、可撓性又は弾性であってもよいことを理解されたい。
【００８４】
　Ｃ．第３の例示的な洗浄ツール
　図３９及び図４０は、例示的な代替のツール（１１３０）を示す。ツール（１１３０）
は、トルク装置（１１３２）を備え、トルク装置（１１３２）の遠位端からタブ（１１３
１）が延在している。トルク装置（１１３２）は、２００７年８月１６日に公開され、そ
の開示が参照により本明細書に組み込まれている、「Ｕｌｔｒａｓｏｎｉｃ　Ｄｅｖｉｃ
ｅ　ｆｏｒ　Ｃｕｔｔｉｎｇ　ａｎｄ　Ｃｏａｇｕｌａｔｉｎｇ」と題する米国特許公開
第２００７／０１９１７１３号の教示の少なくとも一部に従って構成可能かつ動作可能で
ある。図４０に示すように、長手方向スロット（１１３４）は、器具（１０）の例示的な
キャップ（１１３３）に形成されていてもよい。長手方向スロット（１１３４）は、キャ
ップ（１１３３）を完全に通過する。長手方向スロット（１１３４）により、ツール（１
１３０）のタブ（１１３１）がシャフトアセンブリ（３０）の内部空洞の中を通過するこ
とができ、それによって、手術によるデブリス及び／又は体液（２）のいずれもシャフト
アセンブリ（３０）の内部空洞から掻き落とす、かつ／又はその他の方法で洗浄する。タ
ブ（１１３１）は、長手方向スロット（１１３４）内で、長手方向に動くことができる。
タブ（１１３１）は、剛毛、ワイパー、及び／又は手術によるデブリス、体液などをシャ
フトアセンブリ（３０）の内部空洞から洗浄するための任意の他の好適な機構を備えてい
てもよいことを理解されたい。
【００８５】
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　ＶＩＩＩ．その他
　本明細書で説明される器具のいずれのバージョンも、上述されるものに加えて、又はそ
れらの代わりに、様々な他の特徴を含んでいてもよいことを理解されたい。例示的なもの
にすぎないが、本明細書で説明される器具のいずれも、参照により本明細書に組み込まれ
る様々な参考文献のいずれかで開示される様々な特徴の１つ又は２つ以上を含むこともで
きる。本明細書の教示は、本明細書の引用文献のいずれかの教示と多数の方法で容易に組
み合わせ得るため、本明細書の教示は、本明細書の他の引用文献のいずれかに記載される
器具のいずれにも容易に適用され得ることもまた理解されたい。本明細書の教示が組み込
まれ得る他の種類の器具が、当業者には明らかであろう。
【００８６】
　本明細書に参照により組み込まれると言及されているいかなる特許、刊行物、又は他の
開示内容も、その全体又は一部において、組み込まれた内容が既存の定義、見解、又は本
開示に記載された他の開示内容とあくまで矛盾しない範囲でのみ本明細書に組み込まれる
ことが認識されるべきである。このように、また必要な範囲で、本明細書に明瞭に記載さ
れている開示は、参照により本明細書に組み込まれる任意の矛盾する内容に取って代わる
ものとする。本明細書に参照により組み込まれると言及されているが、既存の定義、見解
、又は本明細書に記載されている他の開示内容と矛盾するいずれの内容、又はそれらの部
分は、組み込まれた内容と既存の開示内容との間に矛盾が生じない範囲でのみ組み込まれ
るものとする。
【００８７】
　上述の装置の各バージョンは、医療専門家によって行われる従来の治療及び処置での用
途だけでなく、ロボット支援された治療及び処置での用途も有することができる。例示的
なものにすぎないが、本明細書の様々な教示は、ロボットによる外科用システム、例えば
Ｉｎｔｕｉｔｉｖｅ　Ｓｕｒｇｉｃａｌ，Ｉｎｃ．（Ｓｕｎｎｙｖａｌｅ，Ｃａｌｉｆｏ
ｒｎｉａ）によるＤＡＶＩＮＣＩ（商標）システムに容易に組み込まれ得る。同様に、当
業者には明らかとなることであるが、本明細書の様々な教示は、２００４年８月３１日に
公開され、その開示が参照により本明細書に組み込まれている、「Ｒｏｂｏｔｉｃ　Ｓｕ
ｒｇｉｃａｌ　Ｔｏｏｌ　ｗｉｔｈ　Ｕｌｔｒａｓｏｕｎｄ　Ｃａｕｔｅｒｉｚｉｎｇ　
ａｎｄ　Ｃｕｔｔｉｎｇ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ」と題する米国特許第６，７８３，５２
４号の様々な教示と容易に組み合わされ得る。
【００８８】
　上述の各バージョンは、１回の使用後に廃棄されるように設計されてもよく、あるいは
、それらは、複数回使用されるように設計されることもできる。各バージョンは、いずれ
の場合も、少なくとも１回の使用後に再利用のために再調整することができる。再調整に
は、装置を分解する工程、それに続いて特定の部片を洗浄又は交換する工程、並びにその
後の再組み立てする工程の任意の組み合わせを含んでいてもよい。具体的には、装置のい
くつかのバージョンは分解されてもよく、また、装置の任意の個数の特定の部片又は部品
が、任意の組み合わせの中で選択的に交換されるか、あるいは取り外されてもよい。特定
の部品の洗浄及び／又は交換の際、装置のいくつかのバージョンは、再調整用の施設で、
又は処置の直前にユーザによって、その後の使用のために再組み立てされてもよい。当業
者であれば、装置の再調整において、分解、洗浄／交換、及び再組み立てのための様々な
技術を使用できる点は理解されるであろう。このような技術の使用、及びその結果として
得られる再調整された装置は、全て、本出願の範囲内にある。
【００８９】
　例示的なものにすぎないが、本明細書で説明される各バージョンは、処置の前及び／又
は後に、滅菌されてもよい。１つの滅菌技術では、装置は、プラスチック又はＴＹＶＥＫ
バッグなどの、閉じて密閉された容器に入れられる。次いで、容器及び装置は、γ放射線
、Ｘ線、又は高エネルギー電子などの、容器を透過し得る放射線場に置かれてもよい。放
射線により、装置上及び容器内の細菌を死滅させることができる。次いで、滅菌された装
置は、後の使用のために、滅菌した容器内に保管してもよい。装置はまた、限定されるも
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のではないが、β若しくはγ放射線、エチレンオキシド、又は水蒸気を含む、当該技術分
野で既知の任意の他の技術を使用して滅菌することもできる。
【００９０】
　本発明の様々な実施形態が、図示及び説明されているが、本発明の範囲から逸脱するこ
となく、当業者による適切な改変によって、本明細書で説明される方法及びシステムの更
なる適合化を達成することができる。そのような可能な改変のいくつかについて述べたが
、その他の改変も当業者には明らかであろう。例えば、上で考察した例、実施形態、幾何
学的形状、材料、寸法、比率、工程などは、例示なものであり、必須ではない。したがっ
て、本発明の範囲は、以下の特許請求の範囲において考慮されるべきものであり、本明細
書及び図面において図示及び説明した構造及び動作の細部に限定されないものとして理解
されるべきである。
【００９１】
〔実施の態様〕
（１）　（ａ）本体と、
　（ｂ）該本体から遠位側に延在するシャフトアセンブリと、
　（ｃ）音響アセンブリであって、該音響アセンブリは、
　　（ｉ）超音波ブレードと、
　　（ｉｉ）該超音波ブレードと音響的に連結された導波管であって、該導波管の少なく
とも一部分は、該シャフトアセンブリ内に位置付けられている、導波管と、を備え、
　該シャフトアセンブリの一部分と、該導波管及び該超音波ブレードの対応する外部表面
との間に空洞部が画定されている、音響アセンブリと、
　（ｄ）洗浄機構であって、該洗浄機構は、手術によるデブリスを、該空洞部と、
　　（ｉ）該導波管若しくは該超音波ブレードの一方若しくは両方の該外部表面、又は
　　（ｉｉ）該シャフトアセンブリの内部表面
　の一方又は両方と、から除去するように動作可能であり、
　該洗浄機構の少なくとも一部分は、該空洞部内に位置付けられている、洗浄機構と、を
備える、外科用器具。
（２）　前記洗浄機構は、
　（ｉ）前記導波管若しくは前記超音波ブレードの一方若しくは両方の前記外部表面、又
は
　（ｉｉ）前記シャフトアセンブリの前記内部表面
　の一方又は両方に対して当接するように位置付けられている、実施態様１に記載の外科
用器具。
（３）　前記洗浄機構は、前記空洞部内で長手方向に移動可能である、実施態様１に記載
の外科用器具。
（４）　前記本体は、トリガを備え、該トリガは、前記洗浄機構を長手方向に駆動するよ
うに動作可能である、実施態様３に記載の外科用器具。
（５）　前記洗浄機構は、前記トリガと回転可能に連結されている、実施態様４に記載の
外科用器具。
【００９２】
（６）　前記洗浄機構は、少なくとも１つの可撓性タブを備える、実施態様１に記載の外
科用器具。
（７）　前記本体は、トリガを備え、該トリガは、第１の可動域に沿った該トリガの動き
に応じて、前記少なくとも１つの可撓性タブを、前記導波管又は前記超音波ブレードの一
方又は両方の前記外部表面と係合させるように駆動するように動作可能である、実施態様
６に記載の外科用器具。
（８）　前記シャフトアセンブリは、少なくとも１つのスロットを備え、前記少なくとも
１つの可撓性タブは、前記シャフトアセンブリの該少なくとも１つのスロットを通過する
ように構成されている、実施態様６に記載の外科用器具。
（９）　前記少なくとも１つのスロットは、前記第１の可動域に続く第２の可動域に沿っ
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た前記トリガの動きに応じて、前記少なくとも１つの可撓性タブを、前記導波管又は前記
超音波ブレードの一方又は両方の前記外部表面から離れるように駆動するように構成され
ている、実施態様８に記載の外科用器具。
（１０）　前記洗浄機構は、前記シャフトアセンブリ内に複数の開口部を備え、該複数の
開口部により、前記空洞部への流体連通がもたらされている、実施態様１に記載の外科用
器具。
【００９３】
（１１）　前記洗浄機構は、真空導管と選択的に連結するように構成された連結機構を備
える、実施態様１０に記載の外科用器具。
（１２）　前記シャフトアセンブリは、前記シャフトアセンブリの遠位端に連結された回
転可能なキャップを備え、前記洗浄機構は、該回転可能なキャップの内部表面から前記空
洞部内へと内向きに延在する複数の突出部を備える、実施態様１に記載の外科用器具。
（１３）　前記本体は、トリガを備え、該トリガは、前記キャップの回転を駆動するよう
に動作可能である、実施態様１２に記載の外科用器具。
（１４）　前記洗浄機構は、円錐形部材を備え、該円錐形部材は、手術によるデブリスを
前記空洞部から追い払うように構成されている、実施態様１に記載の外科用器具。
（１５）　前記洗浄機構は、前記導波管又は前記超音波ブレードの一方又は両方の周りに
嵌まるように構成されたスリーブを備える、実施態様１に記載の外科用器具。
【００９４】
（１６）　前記スリーブは、手術によるデブリスを前記導波管又は前記超音波ブレードの
一方又は両方から掻き落とすように構成された複数の洗浄要素を備える、実施態様１５に
記載の外科用器具。
（１７）　（ａ）本体と、
　（ｂ）該本体から遠位側に延在するシャフトアセンブリと、
　（ｃ）音響アセンブリであって、該音響アセンブリは、
　　（ｉ）超音波ブレードと、
　　（ｉｉ）該超音波ブレードと音響的に連結された導波管であって、該導波管の少なく
とも一部分が該シャフトアセンブリ内に位置付けられている、導波管と、を備え、
　該シャフトアセンブリの一部分と、該導波管及び該超音波ブレードの対応する外部表面
との間に空洞部が画定されている、音響アセンブリと、
　（ｄ）手術によるデブリスが該空洞部に進入することを防止するように構成されたラジ
アルシールであって、該ラジアルシールは、該封着機構が導波管及び該超音波ブレードに
沿った超音波振動を減衰させないように、該導波管又は該超音波ブレードの一方又は両方
の外部表面に対して当接するように構成されている、ラジアルシールと、を備える、外科
用器具。
（１８）　前記ラジアルシールは、ブラシシールを含む、実施態様１７に記載の外科用器
具。
（１９）　前記ラジアルシールは、円錐形部材を含む、実施態様１７に記載の外科用器具
。
（２０）　（ａ）本体と、
　（ｂ）該本体から遠位側に延在するシャフトアセンブリと、
　（ｃ）音響アセンブリであって、該音響アセンブリは、
　　（ｉ）超音波ブレードと、
　　（ｉｉ）該超音波ブレードと音響的に連結された導波管であって、該導波管の少なく
とも一部分は、該シャフトアセンブリ内に位置付けられている、導波管と、を備え、
　該シャフトアセンブリの一部分と、該導波管及び該超音波ブレードの対応する外部表面
との間に空洞部が画定されている、音響アセンブリと、
　（ｄ）手術によるデブリスが該導波管又は該超音波ブレードの一方又は両方の外部表面
に接触することを防止するように構成され、該空洞部内に位置付けられている、保護機構
と、を備える、外科用器具。
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摘要(译)

超声器械（10）包括主体（22），轴组件（30），超声刀（42）和枢转构件（54）。轴组件（30）从主体（22）向远侧延伸。超
声刀（42）位于轴组件（30）的远侧。枢转构件（54）可相对于刀片（42）从打开位置枢转到关闭位置，从而将组织夹紧在枢转
构件（54）和刀片（42）之间到。轴组件（30）包括用于从轴组件（30）移除手术碎屑（例如，组织，凝结的血液等），体液等
的机构。该机构可以从轴组件（30）中的腔体移除手术碎屑，体液等。该机构还可以防止手术碎屑，体液等沉积在轴组件（30）
中。
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